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　西条市は昨年12月22日、国が規制緩和・財政支援・金融支援

などの施策を用いて、地域の包括的・戦略的なチャレンジを応

援する「総合特別区域」の指定を受けることができました。　

　当市が指定を受けた「西条農業革新都市総合特区」は、四国

一の経営耕地面積を誇る西条市全域を対象に企業・地域農業者

・行政が協同で農業活性化に取り組むものであり、地域の課題

を解決するための突破口になるものです。

　この「西条農業革新都市総合特区」では、技術力や資金力を

持つ民間企業と地元農業関係者との連携により、農業の生産か

ら加工、流通までの一貫した流れを単一の地方都市へ集約した

「総合６次産業都市」の実現をめざしており、新たな経済効果

や雇用創出効果などが期待されます。
１月18日、首相官邸での総合特区指定書授
与式で握手をする野田首相と伊藤市長

答える人
　西条市農業革新都市推進室の
　お兄さん・お姉さんたち

　「総合特区」は地域のみんなが考えた新しいプロジェクト
にチャレンジする地域を国が積極的に応援してくれる新しい
仕組みなんだよ。今回は全国で33の地域が選ばれて、西条市
もそのひとつに選ばれたんだよ。この応援っていうのは、規
制緩和・財政、税制、金融支援などのことだよ。

自主防災・互助活動

質問する人
　市内の小学生アグリくん

質問１
　今度、国から指定されたっていう
　「総合特区」ってなあに？

質問４
　へぇ～、すごいね。ますます興味が
　わいてきたよ。ぼくも大人になった
　ら西条で農業やってみようかな？

質問２
　国から指定されたら、西条はどんな
　ことができるの？

質問３
　四国で一番農地が広い西条で農業が
　元気になったらどうなるの？

　今までは農業なら農家、工業なら企業とバラバラだったよ
ね。そうじゃなくて、それぞれの得意分野を活かして、西条
の農業をもっと元気にするんだよ！　四国一の広い農地が自
慢の西条で、農家・企業がそれぞれの長所を活かして、新し
いプロジェクトをやっていこうとしてるんだよ！

　西条の水で育てた安全でおいしい野菜や、それをもっと売
れるように加工したものを、西条から全国へどんどん売り出
し、売れるようになる…。
　「西条で農業をしたらおもしろいぞ！」と注目されて、若
い人もどんどん農業をするようになるだろうね！

　ぜひ西条で農業にチャレンジしてほしいなあ！
　これからこの「広報さいじょう」で「西条農業革新都市総
合特区」のことをもっと詳しく説明していくから、ぜひ読ん
でよ！　また、なんでも聞いてね。

問合せ
　市庁舎本館農業革新都市推進室　　TEL0897－52－1280※ここで登場するアグリくんは架空の人物です。

ー未来都市モデルプロジェクト進行中！ー

西条農業革新都市プロジェクト
政府から「総合特区」の指定書を受け取りました
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　愛媛県にゆかりのある著名人をお迎えし、郷土の発展・振興のために
講演をいただくふるさと大学「伊予塾」第36回講座（主催・愛媛新聞社
ほか、共催・西条市）が、１月26日に市総合福祉センターで開催され、
会場は150人余りの受講者で埋められました。
　講師を務めていただいたのは、母方の祖父が当市出身で、在米国日本
国大使館公使も歴任され、現在、在中華人民共和国日本大使館公使・経
済部長の山﨑和之氏。

　　　　　　

　　　　　野菜は八百屋で、肉は肉屋で、豆腐は豆腐屋
で。以前は日本人も、夕食の支度にいくつもの店へ足を
運んだのではないでしょうか？　ここベトナムには、ま
だそのような風景が残っています。外資系の大型スーパ
ーも何軒か出現していますが、それでも「市場」が市民
の生活の中心の場となっています。
　朝、その日に使い切る量を市場で購入し、新鮮なうち
に調理します。市場には値札なんてありません。そんな
市場には会話があふれています。店の人との値段交渉を
楽しむ声、おばちゃん達の
井戸端会議、いつ訪れても
活気があります。その土地
ならではの果物や香辛料が
並べられ、調理法や食べ方
も親切に教えてくれます。
ベトナムの生活に興味があ
れば、市場を訪れてみるの
もおもしろいですよ！

　宇和島圏域観光振興イベント「えひめ南予いやし博２
０１２」がいよいよ開幕します。複雑な入江を抱く宇和
海、南予アルプスとも呼ばれる鬼ヶ城山系、四万十川の
源流となる清流と渓谷、それら豊かな自然と深く結びつ
いた人々の暮らし。そして、訪れた人を温かくもてなす
お遍路文化。
　ふるさとの原風景、日本の宝とも言える魅力があふれ
るこの地域で、「うみ」「かわ」「もり」「ひと」の魅
力に出会い、癒され、心身ともに元気になれるイベント
プログラムを多数ご用意してお待ちしております。
■実施期間
　４月22日㈰～11月４日㈰
■会　　場
　宇和島圏域（宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町）
■いやし博ＨＰ
　http://www.iyashihaku.jp/

フエ市防災教育支援事業
コーディネーター　中村範子

　講座に先がけて市総合文化会館で開催さ
れた山﨑氏と西条市および地元企業との意
見交換会では、山﨑氏からは、中国の現状や日本のおかれている状況など、
西条市や地元企業からは、西条市や企業の海外市場を視野に入れた取り組み
などについて情報交換を行うことができました。
　また、「中国経済の今」と題した講演では、経済発展を遂げてきた中国の
変遷や、その勢いに陰りは見られるものの世界経済においてはまだまだ成長
を続けている状況、そうした反動で国民の生活格差の広がりや、インフラ整
備が追いついていないため悲しい事故や環境汚染が進んでいることなど、中
国の内政課題についても示されました。
　さらに日中関係においては、経済連携を図ることがお互いに繁栄していく
ために重要なことであるとも指摘されました。
　そして最後に、第二のふるさとである西条市をぜひとも応援したいという
力強いエールが送られました。

▲講師を務められた山﨑公使

▲西条への思いも語る山﨑公使

▲意見交換会の様子

フエのドンバ市場の様子
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　地域の魅力ある個性を創出している良質な社会資本、およびそれと関
わる優れた取り組みを表彰し紹介することで、個性的で魅力のある地域
づくりの推進をめざして国土交通省が創設した「手づくり郷土賞」。
　その一般部門に、当市のＮＰＯ法人「うちぬき21プロジェクト」が、
今年度四国では唯一選定されました。
　平成12年の設立以降「うちぬき21プロジェクト（宮島明理事長・会員
数122名）」は、市民が誇れる「水と芸術文化のまちづくり」をテーマ
に「西条のうちぬき保全と環境美化・芸術文化の創造と環境づくり・市
民が誇れる水景観づくり」を基本方針とした活動を展開されてきました。
うちぬきウォークラリーや西条アートフェスティバル等のイベントの実
施のほか、アクアトピア水系の清掃や「88クリーンウォーク四国」等の
ボランティア活動、まちづくりに関するワークショップへの参加など、
地域資源を活かしたまちづくりにも積極的に取り組まれています。

　市では「合宿都市構想」を提唱し、各種スポーツなどのキ
ャンプや合宿の誘致を進めています。３月には、次の日程で
各チームが来西します。（平成24年２月17日現在）
　見学は自由ですので、皆さんの熱い声援をお願いします。問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

流通科学大学硬式野球部
日程　３月２日㈮～８日㈭
場所　ひうち球場

ラグビー四国Ｕ16ブロック
トレセン
日程　３月10日㈯～11日㈰
場所　東予運動公園球技場

天理高校硬式野球部
日程　３月11日㈰～13日㈫
場所　東予運動公園野球場

龍谷大学ラグビー部
日程　３月14日㈬～20日㈫
場所　東予運動公園球技場

近畿大学農学部軟式野球部
日程　３月26日㈪～28日㈬
場所　東予運動公園野球場

ＪＦＥ西日本硬式野球部
日程　２月17日㈮～３月２日㈮
場所　東予運動公園野球場

福井工業大学硬式野球部
日程　３月４日㈰～11日㈰
場所　東予運動公園野球場

拓殖大学野球部
日程　２月23日㈭～３月１日㈭
場所　ひうち球場

花園大学剣道部
日程　３月21日㈬～24日㈯
場所　東予体育館

同志社香里中学校・高等学
校陸上部
日程　３月28日㈬～31日㈯
場所　ひうち陸上競技場

　こうした活動が認められて今回の
受賞となり、２月７日に市役所で国
土交通省四国地方整備局長から宮島
理事長に認定証が授与されました。
その後引き続き西条図書館北側の中
央緑地において同プロジェクトによ
る冬桜の記念植樹や、石彫作家・三
宅良子氏の作品のお披露目などが行
われました。

▲昨年12月４日に開催されたうちぬき
　ウォークラリー

▲右から川﨑四国地方整備局長、認定証と記念
　の盾を手にする「うちぬき21プロジェクト」
　の宮島理事長、白木事務局長と伊藤市長

▲記念イベントのために西条図書館北側中央
　緑地に集合した皆さん

ふるさと

３月には各種スポーツチームがキャンプイン！
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申告期間は３月15日㈭まで
■申告に必要なもの
◆平成23年中の所得を明らかにする書類
○源泉徴収票
○営業・農業・不動産収入のある方は、収入額や経費
　の分かる帳簿、通帳、固定資産税課税明細書等
◆平成23年中の控除を明らかにする書類
○国民年金保険料、生命保険・地震保険等の控除証明
　書、医療費控除を受けられる方は医療費の領収書等
◆印鑑（認印で構いません。スタンプ印は不可）
◆申告される方名義の金融機関・口座番号が分かるもの
（所得税の還付が生じた際に必要になります）

　現在、市県民税・国民健康保険税の申告を受け付け
ています。既に日程が終了した地区で申告できなかっ
た方も、各表の会場で申告ができます。
　税務署・市役所から申告書が送付されている方は、
ぜひ郵送申告をご利用ください。
※詳しくは、２月号４・５ページをご覧ください。
■お問合せ先
●市庁舎本館市民税課　市民税係　℡0897－52－1317
●東予総合支所税務課　税務係　℡0898－64－2700　内線121
●丹原総合支所総務課　税務係　℡0898－68－7300　内線214
●小松総合支所総務課　税務係　℡0898－72－2111　内線114

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼東予地区　申告受付日程表

１日㈭
２日㈮
５日㈪

６日㈫

７日㈬
８日㈭

９日㈮

12日㈪

13日㈫
14日㈬
15日㈭

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00
9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00
9：00～16：00
8：30～16：30 市内全地区

大新田、壬生川

国安、高田、新市、桑村

三芳
河原津、河原津新田、楠

宮之内、大野、福成寺
実報寺

石田、玉之江、広江、今在家

国安公民館

吉井公民館

安用出作、新町、上市
広岡、石延、安用 吉岡公民館

壬生川公民館

三津屋、三津屋南、三津屋東
明理川、円海寺、喜多台 壬生川公民館

庄内公民館

旦之上、河之内、黒谷 庄内公民館

楠河公民館

東予総合支所３階

三芳公民館
（農村環境改善センター）

３
月

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼小松地区　申告受付日程表

１日㈭

２日㈮

５日㈪
６日㈫

７日㈬

９日㈮
12日㈪
13日㈫
14日㈬
15日㈭

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

駅前、新宮、藤木

北川、大開団地

南川、石鎚団地、石鎚

一本松

８日㈭ 8：30～16：30 旧藩、御殿、東町、横町本町、旭町、坂の下

市内全地区

小松総合
支所２階
ホール

３
月

３
月

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼丹原地区　申告受付日程表

12日㈪
13日㈫
14日㈬
15日㈭

１日㈭

２日㈮
５日㈪

６日㈫
７日㈬

８日㈭

９日㈮

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

今井

久妙寺、南部

池田

丹原

願連寺

市内全地区

丹原総合
支所２階

３
月

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼西条地区　申告受付日程表

１日㈭
２日㈮
５日㈪

６日㈫
７日㈬
８日㈭

９日㈮
12日㈪
13日㈫

14日㈬
15日㈭

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30 大町

神拝

西条

市内全地区

市庁舎
別館５階

３
月

西条市広報紙「広報さいじょう」
平成 23年度愛媛県市町広報コンクールで特選入賞！
　愛媛県内各市町の行政広報の技術向上を図るため、県と日本広報協会県支部の主催により毎年開催されて
いる愛媛県市町広報コンクールにおいて、「広報さいじょう（平成23年10月号）」が広報紙部門（市部）で
特選、また組み写真部門でも佳作に入賞しました。広報紙特選受賞作は、全国コンクールに出品されます。
　このコンクールは広報紙（市部・町部）、写真（１枚写真・組み写真）、映像の計５部門からなり、本年
度は県内20市町中、17市町から計38点の応募があった中での受賞となりました。
　これからも市民の皆さんに市の施策や出来事などを分かりやすくお伝えするために、さらに正確で読み良
い広報紙の編集に努めてまいります。 特選「平成23年10月号」



広報さいじょう　2012　３月号 6

おり、こうした活動を通じて身に付けた語学により、自分
の考えを交換し合うなど相互理解を深めています。
　また、今年度で12回目を数える「国際交流スピーチコン
テスト」では、小学生の国際交流に関する作文発表や、中
学生・高校生の英語スピーチ、また外国人の日本語スピー
チ、そして日本人による中国語や韓国語スピーチなどを実
施しています。
　丹原町国際交流協会では
交流の機会を多くすること
で、日本人も外国人もお互
いが安心できる「出会いの
場所」づくりや他団体との
交流など活動内容の充実も
図っています。
〔問合せ〕事務局・児玉（℡ 0898-68-0246）

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

体も心も元気ハツラツ！
　　　　　　　　　　　　　　　　 ～ いきいき歌体操 ～

　吉岡公民館では、毎週火曜日の午前９時30分から「いき
いき歌体操」教室が行われています。２階のホールで、元
気な歌声に合わせて体を動かす生徒の皆さんを指導してい
るのは、地元・安用の福田榮之輔さん（92歳）。
　福田さんは大阪での会社勤めの後、社会奉仕を志してシ
　　　　　　　　　　　　　ルバーアドバイザー講座で歌
　　　　　　　　　　　　　体操を習得しました。その後
　　　　　　　　　　　　　にグループを結成し、指導者
　　　　　　　　　　　　　として福祉施設を中心に歌体
　　　　　　　　　　　　　操の指導にあたるなど、社会
　　　　　　　　　　　　　奉仕活動を長年にわたり続け
　　　　　　　　　　　　　られました。

　平成19年４月の郷里西条への帰西後、多くの方にいつま
でも健康でいてもらいたいとの強い思いから、同公民館で
の「いきいき歌体操」教室開講に至りました。少人数でス
タートした教室も口コミでみるみるうちに生徒数が増え、
現在では吉岡公民館で最大のサークルとなっています。
　歌体操とは、まず唱歌や童謡・歌謡曲などを４～５曲歌
い、次に深呼吸をします。そして、指の柔軟度を増し脳の
活性化を促す指体操の後、基本体操や若返り体操などを行
い、深呼吸の後に「今日の日はさようなら」を歌って終了
となります。所要時間は途中
休憩を挟み約２時間。誰でも
簡単にできるので大好評。他
地区からも生徒が駆けつけて
います。あなたもぜひ一度、
教室をのぞいてみませんか。

ます。去る１月にも小松町内の老人保健施設で、50人余り
の入所者の皆さんに約１時間の熱演を披露しました。映画
音楽やロシア民謡などを優雅で力強い箏の音色で奏で、さ
らに日本情緒を表現した「さくらさくら」や「荒城の月」
などの演奏では、聞き入って
いた皆さんも箏と三味線の伴
奏に合わせて一緒に歌い、楽
しく懐かしいひとときを過ご
していただきました。
　四半世紀にも及ぶ日本音楽
部の伝統を受け継ぐ部員の皆
さんのひたむきな努力が実を
結び、今年の夏休みが一生忘
れられない素敵なものとなる
よう、心から祈っています。

優雅で力強い箏の旋律
　　　 　　　　　　　　　   ～ 小松高校日本音楽部 ～

　創部26年目を迎えた小松高校の日本音楽部。昨年の県高
等学校総合文化祭で優秀校に輝き、８月に富山県で開催さ
れる全国高等学校総合文化祭に８回目となる出場を決めま
した。主力メンバーであった３年生が卒業した現在、１・
２年生の部員11人は、元同校職員の嶋﨑祥子さんの指導の
もと、日々の練習に励んでいます。
　繊細な美しい音色の箏と力強く響く17絃のベース箏、そ
して三味線の響きによる調和のとれたハーモニーを完成さ
せるため、「努力・集中・和・感謝」をモットーに一人一
人が自らのレベルを上げるべく精進しています。
　部員の皆さんは、さまざまな式典に出演したり、毎年数
回は老人ホームなどでのボランティア演奏活動も行ってい

草の根の国際交流　　　　　　　　　　　　　 　　　
　　　　　　　　　                       ～ 丹原町国際交流協会 ～

　国際的な視野と実践力を備えた人材を育成し、世界の人
々との相互理解と友好親善を図るとともに、活気ある開か
れた地域社会の形成に寄与することを目的に、平成８年３
月に設立された「丹原町国際交流協会（佐伯武廣会長・会
員65名）」。
　設立当時から、愛媛銑鉄鋳
物工業団地内の企業が受け入
れた中国人研修生など、地域
に在住する外国人との交流を
目的としたホームステイの受
け入れや交流の集い・中国語
講座などを定期的に開催して

指導中の福田さん（右端）

地
域
の
敬
老
会
で
も

　

元
気
な
活
動
を
発
表

外国人による日本語スピーチ
　　出場者の皆さんと協会関係者

日本人による外国語スピーチ
　　  出場者の皆さんと協会関係者

老人保健施設でのボランティア演奏

さらなる高みをめざして続く練習

こと



広報さいじょう　2012　３月号7

■
事
業
化
支
援

　

機
能
性
に
優
れ
た
特
殊
添
加
材

の
開
発
に
成
功
し
た
同
社
で
あ
る

が
、
企
業
規
模
が
小
さ
く
、
開
発

し
た
特
殊
添
加
材
を
混
合
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
最
終
製
品
の
、
自

社
で
の
製
造
・
販
売
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
た
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
西
条
市
や
四

国
経
済
産
業
局
と
連
携
し
て
、
同

社
の
よ
う
に
競
争
力
が
あ
る
製
品

や
技
術
な
ど
を
有
し
な
が
ら
も
、

事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
企
業
に

対
す
る
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　

同
社
に
は
、
開
発
し
た
特
殊
添

加
材
の
さ
ら
な
る
競
争
力
強
化
と
、

そ
の
保
護
を
目
的
と
し
た
知
的
財

産
権
の
取
得
支
援
、
そ
し
て
添
加

材
の
販
売
ル
ー
ト
の
確
立
な
ど
に

つ
い
て
、
サ
イ
ク
ス
支
援
員
や
専

門
家
に
よ
る
支
援
が
現
在
行
わ
れ

て
い
る
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
毎
月
第
二
月

曜
日
に
異
業
種
交
流
会
「
う
ち
ぬ

き
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
産
業
振
興
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
出
す
場
所
と
し
て
開
催
し

て
い
る
こ
の
交
流
会
に
は
、
毎
回

百
名
近
い
産
業
人
の
ご
参
加
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
業
種
や
分
野

な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
３
月
の
開
催
予
定

○
日
時　

３
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

18
時
～
20
時
30
分

○
場
所　

サ
イ
ク
ス
１
階

　
　
　
　
　

交
流
サ
ロ
ン

○
参
加
費　

２
千
円

（
Ｇ
―
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
会
員
企
業
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
千
円
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０

　

40
・
９
℃
。

　

平
成
19
年
８
月
、
埼
玉
県
熊
谷

市
お
よ
び
岐
阜
県
多
治
見
市
で
記

録
さ
れ
た
、
日
本
に
お
け
る
気
象

観
測
史
上
最
高
気
温
で
あ
る
。

　

近
年
、
大
都
市
を
中
心
に
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
。
都
心
部
の
気

温
が
郊
外
に
比
べ
て
高
く
な
る
現

象
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の

一
つ
に
、
林
立
す
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
高
層
ビ
ル
や
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
路
面
な
ど
が

熱
を
帯
び
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
環
境
資
材
㈱
の

高
橋
章
社
長
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
の
緩
和
に
向
け
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
や
舗
装
材
の
温

度
上
昇
を
抑
制
す
る
新
た
な
素
材

の
開
発
に
成
功
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
熱
を
帯
び
る

原
因
で
あ
る
赤
外
線
を
高
効
率
で

反
射
す
る
性
能
。
二
つ
目
は
、
熱

伝
導
率
が
低
く
熱
を
帯
び
に
く
い

と
い
う
性
能
。
そ
し
て
、
他
社
の

従
来
品
と
最
も
異
な
る
の
が
、
三

つ
目
の
調
湿
性
能
で
あ
る
。

　

従
来
の
添
加
材
で
は
、
雨
や
散

水
な
ど
に
よ
り
水
分
が
液
体
と
し

て
内
部
に
取
り
込
ま
れ
気
化
に
利

用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
社
が

開
発
し
た
特
殊
添
加
材
は
、
水
分

を
気
体
と
し
て
取
り
込
む
点
に
最

大
の
特
徴
が
あ
り
、
雨
が
降
ら
ず

晴
天
が
続
く
真
夏
に
は
、
日
中
に

蒸
発
し
気
体
と
な
っ
た
水
分
を
夜

間
に
再
吸
湿
し
、
そ
の
水
分
を
再

度
日
中
に
放
出
す
る
と
い
う
も
の

で
、
す
な
わ
ち
吸
湿
と
放
湿
を
自

動
的
に
繰
り
返
す
こ
と
で
気
化
熱

に
よ
る
温
度
上
昇
の
抑
制
効
果
が

持
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
環
境
改
善

　
高
橋
社
長
が
同
社
を
設
立
し
た

の
は
平
成
18
年
７
月
の
こ
と
。　

　

大
手
企
業
を
定
年
退
職
後
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
培
っ
た
知
識

や
開
発
経
験
を
基
に
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
製
造
時
に
材
料
と
一
緒
に

混
合
し
て
、
そ
の
温
度
上
昇
を
抑

制
す
る
、
無
公
害
の
特
殊
添
加
材

を
開
発
し
た
。
こ
の
特
殊
添
加
材

は
他
社
の
従
来
品
と
は
異
な
る
性

能
を
有
し
て
お
り
、
昨
年
６
月
に

チ
ェ
コ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
た
国

際
学
会
で
も
そ
の
性
能
に
つ
い
て

発
表
し
注
目
を
集
め
た
。

■
自
社
開
発
添
加
材
の
特
性　

　

同
社
が
開
発
し
た
特
殊
添
加
材

は
、
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
三
つ

の
性
能
を
有
し
て
い
る
。

34

    　

環
境
資
材
㈱
（
大 

町
）

information vol.87

あらゆる企業活動を支援する
　西条産業情報支援センター（サイクス）

お
待
ち
し
て
い
ま
す

 

異
業
種
交
流
会 

う
ち
ぬ
き
サ
ロ
ン

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内

夏季の試験データでは、屋根部分において従来品に
比べ10℃以上の遮熱効果を記録した性能検証施設

特殊添加材を混合した試験品

高橋章社長
（写真上）と
環境資材㈱
の社屋

知恵や情報、新しい創造の熱気が
　　　　集まる場所にようこそ！
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
・
一
部
）・
若
年
者
納
付
猶
予

・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
時
よ
り
も
老
齢

基
礎
年
金
の
受
取
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
な

ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ

れ
る
と
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

中
の
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

19
日
㈪　

国
民
健
康
保
険
税
第
８

期
分
の
督
促
状
の
発
送

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
両
親

の
い
な
い
世
帯
で
、
今
春
、
小
・

中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童
が
い

る
保
護
者
の
方
へ
入
学
祝
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
3
月
９
日
㈮
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
や
入
学
時
ま
で
に
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
な
ら
れ
た
場
合
は
、

担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
９
月
28
日

ま
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、

入
学
後
に
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に

な
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

■
提
出
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

女
性
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　年度末および年度当初に転入等される方で、通常の開庁時間に来られない方のため、本庁市民生活課市民係と東予総合支所
市民福祉課市民保険係の窓口業務を延長し、住所異動の受付や各種証明の発行を行います。
■開庁場所　市庁舎本館市民生活課市民係、東予総合支所市民福祉課市民保険係
　　　　　　（丹原・小松総合支所は延長しません。木曜日は従来どおり丹原・小松総合支所も19時まで延長します）
■取扱業務　各種住所異動届、印鑑登録、国民健康保険加入・脱退、各種証明書発行、戸籍届出。
　　　　　　※他市町村等に照会が必要なものや届出の内容によっては、当日の取り扱いができないことがあります。
■問 合 せ　市庁舎本館市民生活課　市民係　℡0897－52－1211　

一部窓口業務を 19時 まで延長します 期間：３月26日㈪～30日㈮
　　　４月２日㈪～６日㈮

　

平
成
23
年
10
月
以
降
の
子
ど
も

手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
期

限
が
、
３
月
31
日
㈯
と
な
っ
て
い

ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
必

着
で
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
平
成
23
年
10

月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
子

ど
も
手
当
の
受
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
受
け

付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に

平
成
23
年
10
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
申
請
忘
れ

を
防
ぐ
た
め
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先

で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は

　

年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

　

以
外
の
方
）

○
手
当
振
込
口
座
（
10
月
以
降
変

　

更
の
あ
る
方
）

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

－

免
除
・
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

－

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

３
月
の
市
税
ご
よ
み

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
新
入
学
児

童
へ
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？
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国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）

の
被
保
険
者
で
、
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
（
国
民
健
康
保
険
税

の
未
納
が
な
い
方
な
ど
）
が
入
院

す
る
と
き
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
診

療
月
ご
と
の
医
療
機
関
等
で
の
お

支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
４

月
１
日
か
ら
は
、
外
来
受
診
も
こ

の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

１
カ
月
当
た
り
（
１
医
療
機
関

ご
と
）
の
自
己
負
担
額
が
「
外
来

の
自
己
負
担
限
度
額
」
を
超
え
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
適
用
を
受
け
る
に
は

３
月
中
に
そ
の
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
、
受
診
の
際
に
医
療
機
関

等
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
入
院
の
た
め
の
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
在

お
持
ち
の
認
定
証
が
そ
の
ま
ま
外

来
診
療
で
使
え
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
の

所
得
区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

外
来
診
療
に
お
け
る
1
カ
月
の
自

己
負
担
限
度
額
、
適
用
方
法
に
つ

い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

○
加
入
し
て
い
る
保
険
証

○
住
民
税
非
課
税
証
明
書
・
課
税

　

証
明
書
（
平
成
23
年
１
月
２
日

　

以
降
に
転
入
し
た
被
保
険
者
の

　

み
必
要
）

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係
（
国
民
健
康
保
険
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係
（
長
寿
医
療
制
度
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■国保加入者（70歳未満）

上位所得者 150,000円

80,100円

35,400円

83,400円

44,400円

24,600円

一般

住民税
非課税世帯

外来の自己負担限度
額適用に必要なもの

○被保険者証
○限度額適用認定証

○被保険者証
○限度額適用・標準負
　担額減額認定証

所得区分 自己負担
限度額

４回目
以降の
限度額

【上位所得者】　同一世帯の国保被保険者の基礎控除後の所得
　の合計額が、600 万円を超える世帯に所属する方
　※所得の未申告者の方も上位所得者にみなされます。
　※医療費が500,000円を超えた場合には超えた分の１％を
　　自己負担限度額に加算します。
【一般】　上位所得者、住民税非課税世帯に該当しない方
　※医療費が267,000円を超えた場合には超えた分の１％を
　　自己負担限度額に加算します。
【住民税非課税世帯】　同一世帯の世帯主と国保加入者が非課税

■国保加入者（70歳～74歳）、長寿医療制度加入者

現役並み所得者 ３割

１割

１割

44,400円

12,000円

8,000円

一般

住民税
非課税世帯

外来の自己負担限度
額適用に必要なもの

○被保険者証

○被保険者証
○限度額適用・標準負
　担額減額認定証

所得区分 自己負
担割合

外来の
限度額

【現役並み所得者】　
　○同一世帯に住民税課税所得額が145万円以上の70歳以
　　上の国保加入者がいる世帯の70歳から74歳の国保加入
　　者の方
　○住民税課税所得額が145万円以上の長寿医療制度の加入
　　者の方と同一世帯に属する長寿医療制度加入者の方
【一般】　現役並み所得者、住民税非課税世帯に該当しない方
※限度額適用認定証を提示しなかった場合や複数の医療機関
　を受診した場合は、自己負担額を超えた分はこれまでどお
　り、高額療養費として後日支給されます。

　

下
水
道
が
新
た
に
整
備
さ
れ
た

区
域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
に
は

「
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
」
と

し
て
、
下
水
道
整
備
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
負
担
金
な
ど
の
賦
課
決
定

の
基
礎
と
な
る
「
下
水
道
事
業
受

益
者
申
告
書
」
を
対
象
区
域
の
土

地
所
有
者
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
て
期
限
内
に
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
市
が
受

益
者
（
納
入
義
務
者
）・
土
地
の

面
積
な
ど
を
認
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
申
告
期
限　

４
月
２
日
㈪

■
申
告
が
必
要
な
方

　

左
表
区
域
内
の
土
地
所
有
者

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

上
下
水
道
係

高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
方
へ

下
水
道
事
業
の
受
益
者
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

■下水道事業受益者の申告対象区域
玉津、川北、森戸、横黒下、中土居　各一部区域

上小川、中町小川、朝日町、地蔵原、新玉通、沢、西の川原、明神木　各一部区域

北組、東原、中西、楠、宵の原　各一部区域

山口、半田、西原、中野口　各一部区域

北浜南、常盤巷、青江町、八千代巷　各一部区域

下喜多川北、新町中、八丁、上神拝、古川、花園町、川沿町　各一部区域

禎瑞上、禎瑞下　各一部区域

楢木東、西泉西、西泉東、西田、野々市西、野々市東、坂元　各一部区域

周布の一部区域

大久保、宮の下、末永、久保　各一部区域

三芳の一部区域

玉　津

飯　岡

神　拝

西　条

大　町

神　戸

禎　瑞

橘

氷　見

周　布

北条、三津屋　各一部区域多　賀

壬生川の一部区域壬生川

桑村の一部区域国　安

三　芳

今井、願連寺　各一部区域丹　原
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悪質業者にご注意ください
　宅内排水設備の清掃を行う業者が営業のため
個人宅を訪問しています。中には、市役所の依
頼を受けているような紛らわしい説明をしたり
高額な料金を請求したりするなど、悪質な業者
も見受けられます。
　宅内排水設備は個人管理が原則です。市が宅
地内の排水設備の点検や清掃等を行ったり、業
者を派遣・紹介したりすることはありません。
　調査や点検に応じるときには、身分証明書の
提示を求める等して、十分にご注意ください。
　なお、不適正な点検や高額請求をする点検業
者が、居直ったり、脅迫的な言動に出た時は、
近くの警察署に通報してください。
　通常の使用で排水管が詰まることはありませ
んが、故障等が生じたときには、市の指定工事
店に相談されることをお勧めします。

■問合せ
　○市庁舎本館下水道業務課　下水道業務係
　　℡0897－52ー1224
　○東予総合支所建設管理課　上下水道係

　

平
成
21
年
に
公
共
下
水
道
が
供

用
を
開
始
し
た
区
域
の
方
は
、
平

成
24
年
３
月
末
で
３
年
が
経
過
し

ま
す
。

　

下
水
道
の
供
用
開
始
後
は
、
３

年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
て

下
水
道
へ
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

水
洗
便
所
へ
の
改
造
お
よ
び
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
市
の
指
定
工
事
店
で

早
急
な
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
水
洗
便
所
改

造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
工
事

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
指
定
工
事

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
が
分
か
ら
な
い
方

は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

上
下
水
道
係

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
急
ぎ
く

だ
さ
い

　

森
林
法
の
改
正
で
、
４
月
か
ら
、

個
人
・
法
人
に
関
係
な
く
、
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
そ
の

面
積
に
関
わ
ら
ず
、
土
地
の
所
在

地
の
市
町
村
長
へ
の
届
け
出
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
取
得
さ
れ

た
方
は
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

○
こ
の
場
合
の
「
森
林
」
と
は
都

　

道
府
県
が
作
成
す
る
地
域
森
林

　

計
画
対
象
の
森
林
で
、
登
記
上

　

の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た

　

土
地
が
森
林
の
状
態
に
な
っ
て

　

い
る
場
合
は
、
届
け
出
の
対
象

　

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
届
け
出
を
出
さ
な
い
、
ま
た
は

　

虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
場
合
に

　

は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
課

　

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

■
届
け
出
期
間　

　

土
地
の
所
有
者
に
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内

■
届
け
出
先

○
市
庁
舎
本
館
林
業
課　

林
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
各
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

林
政
漁
政
係
（
東
予
）

　

農
林
水
産
係
（
丹
原
・
小
松
）

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
方
に
対
し
て
、
日
常
生
活
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
日
常
生
活

用
品
を
給
付
し
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
の
種
類

○
肢
体
不
自
由　

　

特
殊
寝
台
、
特
殊
マ
ッ
ト
、
移

　

動
用
リ
フ
ト
、
入
浴
介
助
用
具

　

な
ど

○
視
覚
障
害　

　

盲
人
用
体
温
計
・
盲
人
用
体
重

　

計
な
ど

○
聴
覚
障
害　

　

聴
覚
障
害
者
用
通
信
装
置
、
聴

　

覚
障
害
者
用
屋
内
信
号
装
置

○
膀
胱
・
直
腸
機
能
障
害　

　

ス
ト
マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
、
蓄

　

尿
袋
）

○
呼
吸
機
能
障
害

　

た
ん
吸
引
器
な
ど

■
自
己
負
担

　

原
則
、
1
割
負
担
。　

　

た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
状
況
に

応
じ
て
負
担
上
限
額
が
決
ま
り
ま

す
。

■
注
意
事
項

　

日
常
生
活
用
具
は
、
障
害
の
種

類
、
程
度
や
家
族
構
成
等
で
給
付

要
件
が
決
ま
り
、
障
害
の
状
況
で

希
望
さ
れ
た
用
具
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医

療
）
制
度
の
支
給
認
定
を
受
け
る

と
県
指
定
医
療
機
関
で
の
通
院
費

の
自
己
負
担
額
が
原
則
１
割
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
世
帯
の
所
得
状
況
に
応

じ
て
負
担
上
限
額
を
定
め
ま
す
。

■
対
象
者

　

統
合
失
調
症
、
う
つ
病
、
て
ん

か
ん
等
で
継
続
的
に
通
院
し
て
い

る
方

■
指
定
医
療
機
関
の
確
認
や
申
請

方
法
に
つ
い
て

　

各
医
療
機
関
や
市
の
担
当
部
署

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

精
神
疾
患
で
の
通
院
医
療
費
の

一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」
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四
国
労
働
金
庫
で
は
西
条
市
提

携
の
教
育
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
、
特

別
金
利
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

教
育
資
金
の
借
入
れ
を
お
考
え

の
方
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
固
定
金
利

　

１
・
45
％
（
通
常
２
％
）　
　

■
返
済
期
間　

　

５
年
（
60
カ
月
以
内
）

※
１
５
０
万
円
以
上
の
場
合
は
９

年
（
据
置
４
年
を
含
む
）

■
利
用
限
度
額

　

２
０
０
万
円

■
申
込
期
限

　

３
月
30
日
㈮

■
申
込
先

　

四
国
労
働
金
庫
西
条
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
８
６
４

　

３
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
３
年
12
月
３
日
か
ら
平
成

４
年
３
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
お
よ
び
平
成
23
年
９
月
２
日
か

ら
同
年
12
月
１
日
ま
で
に
転
入
の

届
出
を
し
た
方
で
、
平
成
24
年
３

月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
平
成
23

年
12
月
２
日
か
ら
引
き
続
き
西
条

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方

■
縦
覧
期
間

　

３
月
３
日
㈯
～
７
日
㈬

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

市
で
は
救
急
車
が
出
動
し
た
際

に
、
迅
速
な
救
急
救
命
活
動
や
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
安
全
・

安
心
の
確
保
の
た
め
に
、
救
急
時

に
必
要
な
情
報
（
持
病
、
か
か
り

つ
け
病
院
、
常
服
薬
、
緊
急
連
絡

先
等
）
を
容
器
に
収
め
自
宅
の
冷

蔵
庫
で
保
管
す
る
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
を
昨
年
の
８
月
か
ら
無
償

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代

理
申
請
も
で
き
ま
す
の
で
、
地
区

の
民
生
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象

○
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

○
障
害
の
認
定
者
が
い
る
世
帯

○
民
生
委
員
等
が
必
要
と
認
め
推

　

薦
す
る
世
帯

■
交
付
物
品

　

保
管
容
器
・
救
急
医
療
情
報
用

紙
・
明
示
シ
ー
ル

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　消防観閲式では市内の消防団員が一堂に会し、市長
の観閲後、日ごろの訓練の成果を披露します。
　観閲式終了後には、消防ポンプ自動車18台による５
色の一斉放水を行います。ぜひお越しください。

■問合せ　消防本部　℡0897－56－0250

３月18日㈰　９時開式日 時

場 所 加茂川河川敷　多目的広場
※雨天時は総合文化会館で10時開式。

■
日
時　

　

３
月
17
日
㈯

　

14
時
開
演

■
場
所　

　

総
合
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

■
内
容　

　

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

中
島
み
ゆ
き
名
曲
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

～
誕
生
～
、
東
日
本
４
つ
の
民
謡

■
賛
助
出
演

　
葵
コ
ー
ラ
ス

■
入
場
料

○
大
人　

１
７
０
０
円

　
（
前
売
り
は
１
５
０
０
円
）

○
高
校
生
以
下　

８
０
０
円

　
（
前
売
り
は
７
０
０
円
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売

○
総
合
文
化
会
館

○
丹
原
文
化
会
館

○
い
し
は
ら
楽
器

○
マ
ス
ヤ
書
店　

ほ
か

■
問
合
せ　

　

関
西
学
院
同
窓
会
東
予
支
部

　

事
務
局
（
遊
口
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
０
７
７

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
in
西
条

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
交
付

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

四
国
労
働
金
庫
教
育
ロ
ー
ン

特
別
金
利
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

３
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

▲救急医療情報キット一式
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　運動の基本である「走る」「投げる」「跳ぶ」の要素を取り入れた体力
測定を行います。現在の自分の体力を知り、これからの健康づくりと体
力向上に役立ててみませんか。

■対象　市内在住者（小学生以上）

■記録証の交付
　参加者全員に市長と高野進氏（陸上400ｍ日本記録保持者）連名の記
録証を交付します。また、当日の記録は市ホームページで公表します。

■申込方法
　所定の申込書に必要事項を記入し、３月５日㈪（必着）までにスポー
ツ健康課へ提出または郵送してください。

■申込先　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

第8回

３月11日㈰　９時～

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

日 時

場 所
●50ｍ走
　50ｍを走った時間を測定。
●ソフトボール投げ（小学生）
　ソフトボールを投げた距離を測定。
●ハンドボール投げ（中学生以上）
　ハンドボールを投げた距離を測定。
●立ち幅跳び
　助走せず両足で踏み切って跳んだ距離を測定。
●上体起こし
　30秒間で上体起こしができる回数を測定。
●腕立て伏せ
　腕立て伏せの回数を測定。
●時間往復走
　５ｍ間を15秒間で往復できた距離を測定。

測　定　種　目

■
日
時　

　

３
月
11
日
㈰　

　

10
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　

　

地
域
に
は
ば
た
く
私
た
ち　

ふ

れ
あ
う
み
ん
な
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
内
容
　

○
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
活
動
発
表
、
バ
ン
ド

演
奏
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

○
小
・
中
学
生
、
高
校
生
ポ
ス
タ

ー
作
品
展
・
表
彰
式

○
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

写
真
展

○
活
動
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

市
内
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
写
真

展
、
資
料
展
示

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

車
イ
ス
、
点
字
、
朗
読
、
絵
手

紙
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

○
バ
ザ
ー

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
要
約
筆

　

記
、
車
イ
ス
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

　

介
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会　

西

条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

第
８
回
西
条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ビ
ー
ル
好
き
な
大
人
の
皆
さ
ん
、

こ
の
講
座
は
、
ビ
ー
ル
の
歴
史
や

世
界
の
ビ
ー
ル
事
情
に
つ
い
て
の

お
話
の
ほ
か
に
、
工
場
見
学
の
後

に
は
、
3
種
類
の
タ
イ
プ
の
違
う

ビ
ー
ル
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

　

ビ
ー
ル
の
魅
力
を
楽
し
く
学
び
、

味
わ
い
な
が
ら
実
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
開
催
日　

　

３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
17
日

㈯
・
18
日
㈰

■
時
間
（
１
回
約
１
０
０
分
）　

　

10
時
～
・
14
時
～

■
対
象　

　

満
20
歳
以
上

※
同
伴
者
を
含
む
参
加
者
全
員

■
定
員
　

　
各
回
30
人

※
代
表
者
を
含
め
１
組
４
人
ま
で

■
申
込
先
（
要
予
約
）　

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場　

世
界
の
ビ
ー
ル
講
座

■
日
時　

　

４
月
１
日
㈰　

10
時
～
15
時

　

受
付
は
10
時
～
10
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
８
日
㈰
に

　

順
延
し
ま
す
。

■
場
所　

　

小
松
町
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
（
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ

ス
館
第
４
駐
車
場
横
）

■
競
技
内
容

　

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ケ
ー
ト
（
ビ
ギ

ナ
ー
ク
ラ
ス
・
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
）

■
参
加
資
格　

　

一
般
男
女
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
参
加
料

　

１
０
０
０
円
（
当
日
受
付
）

■
問
合
せ

　

伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

４
４
５
４

URLhttp://w
w
w
.e-clubhouse.

org/sites/iyokom
atsu/index.

php 第
９
回
伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２

▲昨年のコンテストの様子
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【
石
鎚
山
系
手
作
り
額
写
真
展
　

樹
の
囁
き
】

■
期
間　

　

３
月
17
日
㈯
～
25
日
㈰

　

９
時
30
分
～
17
時

■
内
容　

　

秋
本
栄
氏
に
よ
る
石
鎚
山
系
に

自
生
す
る
樹
々
の
四
季
折
々
の
姿

を
中
心
に
、
超
大
型
の
手
作
り
額

で
展
示
。

【
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
主
催
　

夢
を
繋
ぐ
女
性
の
絵
画
展
】

■
期
間　

　

３
月
30
日
㈮
～
４
月
１
日
㈰　

　

９
時
～
16
時

■
内
容　

　

生
き
て
い
る
証
を
残
す
夢
、
未

来
に
繋
げ
る
夢
、
思
い
を
絵
画
に

託
し
て

■
場
所
・
問
合
せ

　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

11日　8：00

24日　8：45

11日 12：00

加茂川ふれあい広場
テニスコート

東予体育館

小松中学校体育館

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

24日 13：00 総合体育館市原ドリームズフットサル教室

４日　8：30

４日　9：00

11日　9：00

４日　9：00

25日　9：00

総合体育館

小松剣道優勝大会

第８回西条市民
元気ジャンプアップスポーツ

東予運動公園球技場ほか西条市スポーツ少年団さよなら大会
（サッカー）

西条市スポーツ少年団さよなら大会
（ミニバス）

西条市スポーツ少年団さよなら大会
（空手道）

西条市スポーツ少年団
卒団式・指導者表彰式

第５回初級者ジュニアテニス大会

24日　9：00 西条西部体育館ほか小学生わくわくチャレンジ
スポーツ体験教室

西条西部体育館ほか小学生わくわくチャレンジ
スポーツ体験教室

25日　8：30第４回西条市スポーツ少年団
ミニソフトボール大会

３月のスポーツカレンダー

　３月17日㈯・18日㈰に鉄道歴史パークin SAIJOで楽しい催しを開催します。
　名物駅弁や地元産品の販売も行いますので、ぜひご家族連れでお越しください。

ミ ニ Ｓ Ｌ 乗 車 会

０系新幹線超合金モデル講演会

機 関 車 ト ー マ ス シ ョ ー

問合せ　観光交流センター内　観光振興課
　　　　観光振興係　℡0897－47－3575

■午前の部　10時～12時
■午後の部　13時～16時
■乗車料金　１回：100円
　※未就学児は無料ですが
　　保護者（有料）に同乗
　　していただきます。

■時　間　　14時～　　■場　所　　四国鉄道文化館
■講　師　　㈱バンダイ　コレクターズ事業部
　　　　　　土田一郎氏
■略　歴　　1975年生まれ。2000年、㈱バンダイ入社。
　　　　　　2010年から順次発売されている大人の超
　　　　　　合金シリーズの企画・開発を担当。
■内　容　　０系新幹線模型の開発秘話や四国鉄道文
　　　　　　化館の実車と模型を比較した講演
　　　　　　○四国鉄道文化館への入場料が必要です。

■午前の部　整理券配布：10時～
　　　　　　ステージ：11時～
　　　　　　撮　影　会：11時30分～12時
■午後の部　整理券配布：13時～
　　　　　　ステージ：14時～
　　　　　　撮　影　会：14時30分～15時
■場　所　　四国鉄道文化館
　○トーマスショーは無料ですが、整理券と四国鉄道
　　文化館への入館料が必要です。
　○整理券は当日、会場で配布します。
　○未就学児の入館には保護者の同伴が必要です。
　○保護者１人につき未就学児３人までです。
　○撮影会は整理券がなくても参加できます。
　○アンパンマン弁当を販売します。



広報さいじょう　2012　３月号 14

　

呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
た
人
は
、

そ
の
場
で
の
「
応
急
手
当
」
を
受

け
た
か
ど
う
か
で
生
存
が
大
き
く

左
右
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加
し
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
応
急
手
当
の
方
法
を

身
に
付
け
て
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

３
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
定
員　

30
人

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

【
土
窯
で
焼
く
本
格
炭
焼
き
体
験
】

■
日
時　

３
月
17
日
㈯
13
時
～
18

日
㈰
15
時
（
１
泊
２
日
）　

■
内
容　

炭
焼
き
の
焚
き
始
め
を

体
験
（
交
通
手
段
の
な
い
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

■
定
員　

５
人

■
参
加
費

　

１
０
０
０
０
円
（
１
泊
４
食

付
、
保
険
料
、
炭
10
㎏
等
）

【
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

３
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰　
　
　

　

10
時
30
分
～
13
時

■
内
容　

生
芋
と
木
灰
で
昔
な
が

ら
の
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
。

■
定
員　

各
8
人

■
参
加
費　

　

１
４
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

【
早
春
の
昆
虫
観
察

チ
ョ
ウ
編
】

■
日
時　

３
月
25
日
㈰　

13
時
～

15
時
（
雨
天
寒
天
中
止
）

■
定
員　

10
人

■
集
合
場
所　

円
山
森
林
公
園

■
参
加
費

　

６
０
０
円

【
草
木
染
　
樹
木
で
染
め
る
】

■
日
時　

３
月
27
日
㈫　

９
時
30

分
～
12
時

■
定
員　

8
人　
　
　
　
　
　
　

■
参
加
費

　

６
０
０
円
と
布
代

【
申
込
先
】　
　
　
　
　
　

　
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里　
　
　
　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
10
日
前
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

市
民
救
命
士
養
成
講
座

■
新
入
社
員
研
修

○
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

　

４
月
３
日
㈫

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス

　

４
月
４
日
㈬

○
新
人
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

４
月
５
日
㈭

○
技
能
職
機
械
一
般

　

４
月
６
日
㈮

○
技
能
職
電
気
一
般

　

４
月
９
日
㈪

　

各
申
込
締
切
…
３
月
21
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修　

○
ワ
ー
ド
基
本
操
作

　

４
月
14
日
㈯

　

申
込
締
切
…
３
月
30
日
㈮

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

４
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯

　

申
込
締
切
…
４
月
６
日
㈮

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w
w
.ticc-ehim

e.
or.jp/

　

各
講
座
は
受
講
料
と
テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

■申込方法　所定の申込書をスポーツ健康課へ提出。
　　　　　　（ファックス可、電話での申込み不可。先着順）
■申込期間　３月１日㈭～12日㈪（期間外の申込みは不可）
■申 込 先　市庁舎別館スポーツ健康課
　　　　　　℡0897－52－1255　　FAX0897－52－1531

20人10：40～12：10 剣道 西条西部体育館 20人10：40～12：10

バドミントン 西条西部体育館 40人10：40～12：10

20人9：00～10：30

空手道 西条西部体育館9：00～10：30

硬式テニス 西条西部公園 40人13：30～15：00

ゴルフ 小松ゴルフ場 20人13：30～15：00

卓球 西条西部体育館 40人13：30～15：00

フットサル ひうち体育館 20人13：30～15：00

スナッグゴルフ 西条運動公園

ソフトバレー 西条西部体育館 40人10：40～12：10

水泳 丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター 20人13：30～15：00

20人

ラグビー 西条運動公園

バレーボール 西条西部体育館 40人9：00～10：30 20人

女子サッカー 西条運動公園 20人10：40～12：10

▼３月24日に実施する種目
種　　目 時　　間 会　　場 定員

▼３月25日に実施する種目
定員種　　目 時　　間 会　　場

※屋内競技は屋内用シューズを持ってきてください。
※水泳は、水着・水泳帽を持ってきてください。
※カヌーは、水に濡れてもよい服装で参加してください。
※その他の用具は準備しますが、お持ちの方は持ってきてください。

　小学生（新中学１年生も含む）を対象としたスポーツ体
験教室です。２日間の日程で、６種目まで体験できます。

主催：スポーツ体験教室実行委員会

３月24日㈯・25日㈰開催

カヌー 9：30～11：30 丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
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■
日
時　

３
月
31
日
㈯　

10
時
～

　

13
時
30
分
～　

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
内
容　

姫
だ
る
ま
を
つ
く
ろ
う

■
対
象　

小
学
生
以
上

※
人
数
制
限
あ
り
、
予
約
優
先
。

■
参
加
費　

一
人　

１
５
０
０
円

■
申
込
先　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

３
５
５
５

■
日
時　

３
月
17
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

西
条
図
書
館
２
階
会
議
室

■
講
師

　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
准
教
授

（
日
本
史
）　

胡
え
べ
す　

光　

氏

■
演
題

　

祭
礼
文
化
の
原
点
を
探
る

■
申
込
方
法

　

各
図
書
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
16

日
㈮
ま
で
に
西
条
図
書
館
へ
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　

で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

西
条
図
書
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
６
８

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

３
１
８
８

ふ
る
さ
と
出
前
塾

姫
だ
る
ま
の
制
作
体
験
教
室

　

大
自
然
の
中
で
、
外
国
人
と
一

緒
に
英
語
漬
け
の
生
活
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程
（
２
泊
３
日
）

　

３
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰

■
場
所　

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

■
対
象

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
中
学
１
年
生
～
高
校
２
年
生

■
定
員

　

中
・
高
校
生
各
15
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
で
決
定
）

■
参
加
費　

８
０
０
０
円

■
申
込
期
間

　

３
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

■
申
込
先

○
中
学
生
の
方　

　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

○
高
校
生
の
方

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

English　

in　

Action

参
加
者
募
集

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

船
屋
地
区
で
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

の
造
成
斜
面
に
宮
脇
昭
横
浜
国
立

大
学
名
誉
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、

シ
イ
や
カ
シ
な
ど
約
５
千
本
を
植

え
ま
す
。
こ
の
植
樹
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

　

３
月
20
日
㈫　

10
時
～
12
時

（
小
雨
決
行
）

■
場
所

　

船
屋
（
仮
称
）
東
部
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場

■
必
要
な
も
の

　

タ
オ
ル
、
移
植
ご
て
な
ど

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
建
設
道
路
課

　

道
路
調
査
情
報
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
２

　

平
成
24
年
度
「
看
護
の
日
」

（
５
月
12
日
）
の
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
、
病
院
や
地
域
で
体
験

さ
れ
た
、
看
護
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
１
日
看
護
部
長
を
募
集

し
ま
す
。

【
看
護
エ
ピ
ソ
ー
ド
】

■
募
集
部
門　

○
小
中
学
生
の
部

○
一
般
の
部
（
高
校
生
含
む
）

○
医
療
関
係
者
の
部

■
内
容　

　

８
０
０
字
以
内
の
看
護
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
各
賞

○
最
優
秀
賞　

各
部
門
１
人

○
優
秀
賞　
　

各
部
門
２
人

○
入　

選　
　

各
部
門
３
人

■
授
賞
式　

５
月
12
日
㈯

■
場
所　

愛
媛
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

【
１
日
看
護
部
長
】

■
内
容　

　

１
日
看
護
部
長
に
な
り
た
い
理

由
を
記
載
し
て
応
募
。

■
募
集
資
格　

愛
媛
県
内
在
住
者

■
募
集
人
数　

３
人
程
度

■
場
所　

松
山
赤
十
字
病
院

■
実
施
日　

５
月
11
日
㈮

【
募
集
期
限
】　

３
月
16
日
㈮

【
応
募
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
（
１
日
看
護
部
長
は
、
は
が

き
）
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
申
込
先
】
㈳
愛
媛
県
看
護
協
会

〒
７
９
０

－

０
８
４
３

松
山
市
道
後
町
２
丁
目
11

－

14

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

１
２
８
７

E ﾒｰﾙnursing-ehim
e@circus.ocn.ne.jp

看
護
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
１
日
看
護

部
長
募
集

●日時　３月23日㈮　13時30分～16時
●内容　いちご大福と桜餅を作ります。
●講師　大阪屋蔵はち　山路梁太氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,000円
●申込期限　３月16日㈮

●日時　３月29日㈭　10時～14時
●内容　おし麦を使ってベーグルと食パンを手ご
　　　ねで作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　長谷部恵氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円
●申込期限　３月22日㈭

【臨時休館】　３月12日㈪・26日㈪は清掃作業などのため休館します。
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サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
（
Ｊ
Ｒ
高
松

駅
隣
）
で
開
催
さ
れ
る
「
四
国
の

祭
り
２
０
１
２
」
の
主
催
者
か
ら
、

「
西
条
祭
り
だ
ん
じ
り
」
へ
の

出
演
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
演
を
希
望
さ
れ
る
自
治
会
・

団
体
は
、
観
光
振
興
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
午
後
か
ら
夕
暮
れ
に
か
け
て
の

　

出
演
と
な
り
ま
す
の
で
、
夕
暮

　

れ
の
出
演
は
提
灯
を
つ
け
て
い

　

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

５
月
５
日
㈯

■
募
集
台
数　

５
台

■
経
費
等　

主
催
者
か
ら
出
演
料

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
・
運

送
費
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

４
月
５
日
㈭
17
時

■
申
込
先

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

四
国
の
祭
り
２
０
１
２

出
演
だ
ん
じ
り
を
募
集
し
ま
す

　

４
月
に
開
催
さ
れ
る
産
業
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
ダ
ン
ス
曲

「
西
条
踊
り
『ISH

I-ZU
CH
I

』」

に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

衣
装
・
振
り
付
け

は
自
由
で
す
。

■
開
催
日　

４
月
29
日
㈰

■
場
所　

産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

■
申
込
期
限　

３
月
30
日
㈮

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

産
業
政
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

　「
西
条
の
桜
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
絵
画
、
写
真
な
ど
の
美
術
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈰
～
30
日
㈪

■
応
募
料　

１
点　

５
０
０
円

■
展
示
期
間

　

５
月
20
日
㈰
～
27
日
㈰

■
問
合
せ　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

※
詳
し
く
は
丹
原
文
化
会
館
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
条
さ
く
ら
咲
く
展
２
０
１
２

展
示
作
品
募
集

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

参
加
者
募
集

　児童館と東予北・南地域交流センターでは、平成24年度
の幼児教室・クラブなどの参加者を募集します。
■申込方法
　各施設にある申込用紙に必要事項を記入して、受付日時
に参加を希望する施設へ提出してください。（重複申込は不可）

受付日時：３月14日㈬　９時30分～10時
※西条児童館と西条西部児童館の「絵画教室」の受付日時は、
　３月17日㈯９時30分～10時です。
※各幼児教室等は定員を設けています。会費が必要な教室等
　もありますので、詳しくは各施設へお問い合わせください。

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061

東予北地域交流センター　三芳997　℡0898－66－4185

１歳児親子（平成22年４月
２日～平成23年４月１日生）

第１・３金曜日
10：30～ひよこ

第２・４金曜日
10：30～ぱんだ

水曜日（月３回）
10：30～うさぎ

木曜日（月３回）
10：30～こあら

小学生 第３土曜日
10：00～絵画教室

０歳児親子（平成23年４月
２日～平成23年９月30日生）

金曜日（月２回）
10：00～
水曜日（月３回）
10：00～
木曜日（月３回）
10：00～
水曜日（月３回）
10：00～
木曜日（月３回）
10：00～

みかん

１歳児親子（平成22年４月
２日～平成23年４月１日生）

いちご

さくらんぼ

ばなな

めろん

２歳児以上親子
（平成22年４月１日以前生）

２歳児以上親子
（平成22年４月１日以前生）

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

東予南地域交流センター　石田402－1　℡0898－65－6680

水曜日（月３回）
10：00～みどり

木曜日（月３回）
10：00～きいろ

水曜日（月３回）
10：00～あか

木曜日（月３回）
10：00～あお

１歳児親子（平成22年４月
２日～平成23年４月１日生）

２歳児以上親子
（平成22年４月１日以前生）

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342

１・２歳児親子（平成21年
４月２日～平成23年４月１日生）

毎週水曜日
10：30～うさぎ

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511

１歳児親子（平成22年４月
２日～平成23年４月１日生）

第１・３水曜日
10：00～さくら

第２・４水曜日
10：00～もも

木曜日（月３回）
10：00～たんぽぽ

２歳児以上親子
（平成22年４月１日以前生） 金曜日（月３回）

10：00～すみれ

小学生 第３日曜日
10：00～絵画教室

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時
丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960

１歳児親子（平成22年４月
２日～平成23年４月１日生）

毎週金曜日
10：30～らっこ

毎週木曜日
10：30～こぐま ２歳児以上親子

（平成22年４月１日以前生）

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

▲昨年の「四国の祭り2011」



●今治・朝倉・玉川ふるさとこみち展
　旧今治・朝倉・玉川地域に残る社寺、名木、史跡、石造
物、芸能などを紹介。
期間　３月30日㈮まで
●電子工作講座受講生募集
　こどもの国で好評の電子工作教室を開催！　光で音が変
わる、ひかり草笛を作ります。
日時　３月25日㈰　10時～11時
対象　小学４～６年生
定員　10人（先着順）
申込期間　３月１日㈭～10日㈯

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【３月休館日】月曜日、21日㈬

●絵画展（前期）
　田野洋画教室、グループ「コスモス」による洋画と水墨
画を展示。
期間　３月10日㈯まで
●絵画展（後期）
　地域の方の県展入選作品を含む日本画・洋画を展示。
期間　３月14日㈬～25日㈰

【開館時間】８時30分～17時
【３月休館日】月曜日、20日㈫

【開館時間】９時～17時30分
【３月休館日】水曜日、22日㈭、31日㈯

●特別展示　収蔵品特集３　
　～伊予聖人 近藤篤山～
　伊予の小松藩を天下に示した
伊予聖人近藤篤山の資料を館蔵
資料を中心に紹介。小松に生き、
教育・文化の原点を築いた篤山
先生の直筆資料も展示。
期間　３月25日㈰まで

【開館時間】９時～17時
【３月休館日】月曜日、21日㈬

●特別展示　西条市の合併の歴史
　大正７年の新居郡各村の地図を展示。
期間　３月１日㈭～29日㈭

●パッチワークキルト展
　市内在住の日野久子さんと仲間たち
の作品展。平和のパッチワーク展“絆”
に出品した作品で東北へエールを送り、
一針一針心をこめて作った作品を被災
地へ贈るなど、復興への応援を発信。
期間　３月１日㈭～30日㈮
●考古学講座参加者募集
日時　３月11日㈰　13時～16時
テーマ　新居浜市正光寺古墳群の調査現場見学会
申込方法　電話にて申し込み
申込期限　３月８日㈭　16時

【開館時間】９時～17時
【３月休館日】月曜日、21日㈬

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【３月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●椿一輪展
　約200種類の椿を展示するほか、苗木の販売、椿に関す
るグッズの展示、抹茶の接待（10時～13時）。
期間　３月３日㈯　９時30分～16時
　　　　　４日㈰　９時30分～15時
場所　椿交流館（椿ハウス）※ハイ
　　　ウェイオアシス館３階ロビー
　　　では、鉢植え椿を展示。
主催・問合せ　愛媛・小松つばき会　℡0898－72－2631
●ミニアチェア　ふくろうシリーズ （箱庭）ロビー展
　市内在住の山内勇さんご夫婦に
よる作品展。
期間　３月12日㈪～５月30日㈬
場所　椿交流館
●椿交流館の出展者募集！
　まちづくり展示コーナーにあなたの作品を展示してみま
せんか？詳しくはスタッフへご相談ください。

●天神様飾り展示
　学問の神として信仰を集めている菅原道真の神号である
天神様。道真がこよなく愛したといわれる梅の花には「学
問が栄える時に見事に咲く」と
いう言い伝えがあります。
　梅の見ごろに合わせて各地の
天神様飾りを展示。
期間　３月10日㈯まで
●雛祭り人形と郷土玩具展
　全国各地の雛人形と郷土玩具30余種60点を展示。
期間　４月８日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【３月休館日】月曜日、21日㈬

なでしこなでしこ
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【開館時間】８時30分～17時
【３月休館日】月曜日、21日㈬

電子工作
七色ライト

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

小・中学生
小学１～３年生は初級コース将棋教室 25日㈰

13：30～15：00

大型紙しばい、ペープサート
（紙人形劇）など春のおはなし会 17日㈯

14：00～15：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング

こどもの国　３月の行事予定表

毎週土曜日
11：00～11：30

おもしろ竹細工教室
かまきり作り

18日㈰
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

ポーセラーツ
オリジナルの食器作り

４日㈰
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

４日㈰
13：30～15：00囲碁教室

備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。

小学生　定員：20人
３年生以下は保護者同伴
材料費：500円

エコクラフト
かんたんかご作り

３日㈯
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴
材料費：500円

グラスアート
キューブグラス・かわいい犬バージョン

27日㈫
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

トールペイント
かわいい小物にペイント

28日㈬
10：00～12：00

小学生　定員：20人
材料費：300円　申込多数の場合は
抽選　申込期限：３月25日㈰

お花見をしよう
蒸しパン作りなど

30日㈮
10：00～12：00

小学生　定員：15人
材料費：200円
必要な物：エプロン

おもしろ紙ねんど教室
かえるちゃん

31日㈯
10：00～12：00

電子工作
７色ライト

24日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：10人
３年生以下は保護者同伴

絵画教室 小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

10日㈯
10：00～12：00

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

10日㈯
13：30～15：30

５歳～中学生　定員：10人
材料費：250円　必要な物：エプロン
小学１～３年生は保護者同伴

染め物教室 25日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人　小学１～
３年生は保護者同伴　材料費：30～
400円　必要な物：絵の具道具

木彫教室 29日㈭
13：30～15：30

毎週土曜日
14：00～14：30

▼　プラネタリウム情報　▼

ガチャピン・ムックのプラネタリウムで遊んじゃおう
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

●春休み短期水泳教室参加者募集
日時　３月28日㈬～31日㈯（全４回）　16時～17時
対象　小学生（新１年生を含む）
参加費　3,500円
定員　25人（先着順）
申込期間　３月１日㈭～18日㈰
●市内小・中学生無料開放日
日時　３月３日㈯・10日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　３月24日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　当施設は水中モニターを設置しています。水中での動き
を映像にして、効果的に水泳フォームをチェックできます。
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時
【３月休館日】月曜日　
※３月25日㈰は「カヌー教室」開催のため、一般開放は14時からです。

※４月の行事予定表は３月15日㈭からこどもの国にあります。

●『追憶の機関車たち』写真展
　　　前期展　―終焉の蒸気機関車―
期間　３月15日㈭～４月10日㈫　８時～19時
内容　全国各地で最後の活躍をする懐かしい蒸気機関車の
　　　写真を展示。
●『追憶の機関車たち』写真展
　　　後期展　―ふるさとをゆくＤＦ50―
日時　４月12日㈭～５月８日㈫　８時～19時
内容　四国の美しい風景の中走るＤＦ50形ディーゼル機関
　　　車の写真を展示。
【開館時間】８時～19時　【３月休館日】水曜日
【入館料】一般：300円　小・中学生：100円
【問合せ】観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

●木工教室
　基礎からの指導で、初めての方でも簡単に作れます。
日時　３月10日㈯・24日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　３月２日㈮・16日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　３月７日㈬・14日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　木工・木彫作品展
　木工教室等の生徒の作品を展示。市内愛好家の出展も。
期間　３月１日㈭～24日㈯

【開館時間】９時～22時
【３月休館日】月曜日、21日㈬
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●ゲーム遊び（要申込）
　３月10日㈯　14時～15時30分　 対象：小学生　 定員：15人
●ひかるどろだんご作り（要申込）
　３月24日㈯　13時30分～15時30分　
　対象：小学生　　定員：15人　　服装：汚れてもよいもの
■平成24年度たかまるきっず募集
　子どもたちの、子どもたちによる、子どもたちのための西条
児童館をめざし、児童館の行事や遊びを企画・実行するグルー
プ「たかまるきっず」を募集します。
　対象：小学生～高校生
　申込方法：西条児童館へお申し込みください。（電話可）

●リズム教室
　３月３日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児～小学３年生
●お茶会
　３月10日㈯　10時～11時30分　　
　定員：50人　　
　お茶券：150円　
　内容：茶道クラブの子どもたちがおいしい
　　　　お茶とお菓子でおもてなしします。

●リトミック（要申込）
　３月21日㈬　10時30分～11時　
　対象：２歳～未就学児親子　　定員：親子10組
●こども映画会「ヒックとドラゴン」
　３月24日㈯　13時30分～15時
●かんたん工作「グラスアート」（要申込）
　３月31日㈯　10時30分～　　対象：小学生　　定員：10人　　
　内容：押花のランチョンマットとコースターを作ります。
　材料費：500円

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　３月７日㈬・21日㈬　16時～16時45分　　
　対象：小学生　
●土曜あそび隊
　「簡単レシピでパーティークッキング」（要申込）
　３月10日㈯　10時～12時　　
　対象：小学生　　
　定員：20人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【３月休館日】月曜日、20日㈫

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【３月休館日】西条図書館：31日㈯
　　　　　　　東予図書館：月曜日、６日㈫～11日㈰、21日㈬、31日㈯
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、21日㈬、31日㈯　　　
　　　　　　　小松温芳図書館：水曜日、22日㈭、31日㈯

●２日・16日・30日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●10日・24日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●４日・18日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　３月10日㈯　15時～16時　　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　３月21日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　３月28日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　３月10日㈯　14時～15時　　　　対象：幼児以上
　３月22日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会
　３月24日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

▲

特別館内整理期間に伴い次の日程で休館します
　東予図書館：３月５日㈪～12日㈪
　※整理期間中の図書館の図書は、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか開館している図書館をご利用ください。

●５日・19日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●13日・27日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●７日・21日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●14日・28日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
新御堂児童公園　　　　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●８日・22日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30
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痛
烈
な
非
戦
の
短
歌
を
10
首

詠
ん
で
い
ま
す
。

　

明
治
36
年
に
は
県
議
会
議
員
に

選
出
さ
れ
、
初
の
県
議
会
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
同
和
問
題
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
要
旨
は
「
明
治
４
年

に
解
放
令
が
公
布
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
被
差
別

部
落
の
子
弟
は
分
校
へ
行
か
せ
て

お
り
、
差
別
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態

で
あ
る
。
分
校
を
廃
止
し
、
全
員

同
じ
学
校
に
就
学
で
き
る
よ
う
に

す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
県
当
局
は
そ
の
事

実
を
全
面
的
に
否
定
し
、
質
問
自

体
を
中
止
さ
せ
よ
う
と
妨
害
ま
で

画
策
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

正
楽
は
こ
れ
に
屈
せ
ず
、
教
育

現
場
の
実
態
調
査
を
綿
密
に
行
い
、

翌
年
に
も
再
度
こ
の
質
問
を
取
り

上
げ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
に
お
い
て
も
県
当
局
は
、

責
任
を
回
避
し
、
議
員
も
退
席
し
、

こ
の
問
題
か
ら
逃
げ
た
の
で
し
た
。

議
会
の
不
誠
実
な
対
応
に
対
し
正

楽
は
、
腸
の
煮
え
く
り
返
る
思
い

で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が

つ
き
ま
す
。

　

正
楽
は
さ
ら
に
、
翌
年
の
県
議

会
に
お
い
て
も
県
内
の
被
差
別
部

落
の
子
弟
の
就
学
率
の
低
さ
を
指

摘
し
、
依
然
と
し
て
残
る
差
別
の

現
状
を
憂
い
、
平
等
に
教
育
の
機

会
を
与
え
よ
う
と
企
図
し
た
質
問

を
し
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
当
局
も
よ
う
や
く

分
教
場
廃
止
に
向
け
て
動
き
出
し

た
の
で
し
た
。

　

正
し
い
こ
と
に
は
信
念
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
い
か
に
大
事

か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
た
「
一
念

岩
を
も
通
す
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

を
も
正
楽
は
教
示
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

■
個
人　
　

○
日
和
佐
紀
子
（
上
市
）

○
弓
山
博
正
（
安
用
）

○
佐
川
弘
海
（
三
芳
）

■
各
種
団
体

○
西
条
商
工
会
議
所
女
性
会

○
氷
見
授
産
場
障
害
者
事
業
所
ピ
ー
ス

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
西
山
学
園
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

○
徳
田
小
学
校

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

12月１日～３月20日は
海外安全・パスポート管理促進

キャンペーン
　海外渡航者数の増加とともに、海外で事件・事故に
遭遇し、在外公館の援護を必要とする日本人数は増加
しており、安全対策はますます重要になっています。
　そこで外務省では海外安全・パスポート管理促進キ
ャンペーンを実施し、海外渡航の安全を確保するため
自分の身は自分で守る意識を持っての安全対策の重要
性やそのための「外務省海外安全ホームページ」での
事前の情報収集の重要性を訴えかけています。
　このキャンペーンで、海外安全に関心を持ち、安全
で楽しい海外旅行のための意識と知識を身に付け、重
要な身分証明書となるパスポートをしっかり管理し、
海外旅行・滞在を安全に楽しみましょう。
◆外務省海外安全ホームページ
　http://www.anzen.mofa.go.jp/

書籍が寄贈されました
　２月３日に大町の山本千鶴さんから市内全小中学校
に書籍の寄贈があり、感謝状と記念品の贈呈式を行い
ました。
　これは、元西条南中学校校長等を歴任された、故山
本進敏先生のご遺族のご厚意によるものです。
　寄贈されました書籍は、各小中学校の蔵書として、
児童生徒たちが、大切に利用させていただきます。

　寒いときは空気圧が下がり、タイヤの空気圧も下が
りがちです。タイヤの空気圧が不足すると燃費が悪化
します。
　月に１回程度、または高速走行前は空気圧チェック
をしましょう。

▲感謝状を持つ寄贈者の山本千鶴さん

安藤正楽に学ぶ
西条市教育委員会　小松分室№88
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　柑橘類は、風通しの良い冷暗所
で保管します。皮が押された部分
は腐りやすくなるので時々チェッ
クして、取り除きましょう。アン
コールは、コハンといい皮の一部
に５㎜くらいの緑や茶色の斑点が
できますが果実には関係なくおい
しく食べられます。

　果物は１日200gを目安にとるのが良いとされてい
ます。（みかん小：約２個、りんご：１個程度)　
　果物は菓子類と比べるとカロリーが低く、ビタミ
ンや食物繊維も豊富です。おやつを食べるなら果物
の方が良いでしょう。アンコールは美味ですが、糖
度が高いので、食べ過ぎには気を付けましょう。

おやつにするなら果物がおすすめ

栄養士チェック
　アンコールに豊富に含まれるビタミンＣは、老化や病気の
原因になる活性酸素の除去に有効です。それとともに免疫力
を強化し、感染症や風邪を防ぐ効果があります。またメラニ
ン色素の増殖を抑えてシミ・そばかすを出来にくくし、コラ
ーゲンの生成を促して肌の調子を整える作用があります。

タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥‥6.9ｇエネルギー‥‥‥‥‥‥‥376kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.6ｇ

栄養価（１個当たり）

材　料（４個分）

アンコール‥‥‥‥‥‥‥‥‥２個
クリームチーズ‥‥‥‥‥‥ 200ｇ
グラニュー糖‥‥‥‥‥‥‥‥40ｇ
ヨーグルト‥‥‥‥‥‥‥‥ 100ｇ
牛乳‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥   50ml

レモン汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５ml
クラッカー‥‥‥‥‥‥‥‥‥12枚
【シロップ】
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 150ml
グラニュー糖‥‥‥‥‥‥‥‥ 70ｇ

作付面積：1.5ha
出荷量：33.9ｔ

平成21年度愛媛県果樹統計資料

①　水、グラニュー糖を鍋に入れ、火にかけ沸騰したら火
　を止め冷まし、シロップを作る。
②　皮をむいたアンコールの実を、①のシロップに一晩漬
　けおく。
③　常温において柔らかくなったクリームチーズをボウル
　に入れ、泡だて器でほぐしながらクリーム状にし、グラ
　ニュー糖を加えよく混ぜる。
④　ヨーグルト、牛乳の順に加え、その都度よく混ぜる。
⑤　水気を取った②の実の半分を手でほぐして④に入れる。
⑥　レモン汁を加えて混ぜ合わし、器に流し入れ冷蔵庫で
　１時間冷やす。
⑦　残りのアンコールを飾り付けて完成。クラッカーなど
　につけて食べるのがおすすめ。

　

「
ア
ン
コ
ー
ル
」
の
名
前
の
由
来
は

「
一
度
食
べ
る
と
何
度
で
も
食
べ
た
く

な
る
味
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
米
国
生
ま
れ
の
「
キ
ン
グ
」

と
中
国
南
部
生
ま
れ
の
「
地
中
海
マ
ン

ダ
リ
ン
」
の
交
雑
品
種
で
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
誕
生
し
ま
し
た
。
酸
味
が
少
な

く
、
コ
ク
の
あ
る
甘
さ
は
柑
橘
一
と
も

い
わ
れ
、
個
性
的
な
香
り
と
味
わ
い
に

は
根
強
い
フ
ァ
ン
が
い
る
そ
う
で
す
。

種
が
多
い
の
で
す
が
、
皮
は
手
で
む
く

こ
と
が
で
き
袋
（
じ
ょ
う
の
う
）
ご
と

食
べ
ら
れ
ま
す
。
み
か
ん
と
い
う
よ
り

オ
レ
ン
ジ
に
近
い
味
わ
い
で
す
。

　

生
産
量
の
統
計
で
み
る
と
、
愛
媛
県

は
温
州
み
か
ん
で
は
和
歌
山
県
に
次
ぐ

第
２
位
で
す
が
ア
ン
コ
ー
ル
や
い
よ
か

ん
、
は
る
み
、
せ
と
か
な
ど
の
中
晩
柑

類
で
は
和
歌
山
県
を
大
き
く
引
き
離
し

て
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

収
穫
品
目
の
多
さ
も
第
１
位
。
愛
媛
県

は
、
や
っ
ぱ
り
日
本
一
の
「
か
ん
き
つ

王
国
」
な
の
で
す
。

菓子工房 オオハラ
大原　太さん

ジュニア野菜ソムリエ
福﨑千恵子さん

　素材の味を活かすため余分なもの
を加えず、１個食べ終わったときに
ちょうどいいおいしさを感じられる
シンプルなケーキを作っています。
　レアチーズケーキは砕いたクラッ
カーを敷いてタルトタイプにしても
いいですが、今回のようなディップ
状にしてトッピングを楽しみ、女子
会などのメニューにいかがですか。
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国内最高リーグのパフォーマンスを目撃！

2/4  ロンドン五輪をめざす佐々木監督が熱血指導

2/4 走る・投げる・跳ぶ ハンドボールの魅力を体験

チームのプライドを１本のタスキでつなぐ 汗の染みたタスキがランナーを後押し
　市内の元気あふ
れる小学生千人近
くが勢ぞろいした
「ちびっこ駅伝大
会」は、１月15日
ビバ・スポルティ
アＳＡＩＪＯをス
タート・中継・ゴ
ール地点とした東
予運動公園内の周
回コースで行われ
ました。昨年は悪
天候により中止と
なったため、１・
２年生には初めて
の大会となりまし
たが、大声援の中
選手たちはチーム
のタスキをつない
で力走しました。

　１月29日、ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯと東予運動公園内の
コースで開催された駅伝競走大会には、96チーム・679人ものラ
ンナーが集い、寒風をものともせず健脚を競いました。チームメ
イトから受けとったタスキを次走者につなぐための懸命な走りの
中、順位がアップダウンしそうになると仲間の熱い声援が選手の
背中を強力に後押ししていました。

　多くの日本代表
選手がプレーする
日本ハンドボール
リーグ女子のレギ
ュラーシーズンの
試合が、２月５日
に総合体育館で開
催されました。
　テクニック・ス
ピードともに国内
最高レベルのプレ
ーを観戦するため
に駆けつけた観客
の皆さんは、迫力
ある攻防や宙を舞
う華麗なシュート
が放たれるたびに
大きな声援を送っ
ていました。

　日本ハンドボール
リーグ所属のＨＣ名
古屋の皆さんが、翌
日の試合を前に開催
したジュニア講習会
には、市内外から多
くの小学生が参加し
ました。ハンドボー
ル未経験者もいまし
たが、選手の皆さん
の笑顔で優しい指導
により、最後には豪
快なシュートを放つ
ほどにまで上達した
参加者もいました。
　2017年に開催予定
のえひめ国体を見据
え、市内のハンドボ
ール人口の増加が期
待されています。

沿
道
に
は
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
声
援
が

攻
守
の
展
開
が
早
く
、手
に
汗
握
る
大
迫
力

子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
な
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た

練
習
の
最
後
に
は
質
問
の
時
間
も
持
た
れ
ま
し
た

「
後
は
任
せ
た
ぞ
っ
！
」「
よ
っ
し
ゃ
ぁ
！
」

▲ソニーセミコンダクタとＨＣ名古屋が対戦

こ
の
中
か
ら
国
体
選
手
が
生
ま
れ
る
か
も

　昨年のＦＩＦＡ女子ワールドカップドイツ大会で、監督としてなでしこジャパンを優勝に導き、女子年間最優秀監督賞を受賞した佐
々木則夫氏を講師に迎えて開催された、次世代育成支援スポーツ事業「サッカー教室」。世界一の指導者のコーチングを受けようと、
小学校から高校までの女子と小学校５・６年生の男子ら180人が、会場のビバ・スポルティアＳＡＩＪＯに集合しました。
　佐々木先生は、チームとして強くなるには「ひたむきさ・明るさ・礼儀正さ・芯の強さ」が必要であることや、サッカーは攻撃と守
備の切り替えが大切であることなどを、分かりやすくユーモアを交えてお話しされました。元日本女子代表の方にもアシスタントコー
チとして加わっていただき、個々のレベルに合わせて行った実技指導では、参加者は目を輝かせながらボールを追っていました。
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1/14 丹原図書館 来館者10万人達成！大切な文化財を火災から守れ！

1/15 一堂に会し 日ごろの活動成果を披露1/22 「ありがとう その笑顔が見たいから」

地域での防災活動をさらにリード2/8 １年間におよぶ防災教育の成果を共有

　新しい時代の要請に応える望ましい活動を推進しようと開かれ
たＰＴＡ大会には、室戸市佐喜浜町の皆さんによるアトラクショ
ンや、イタリアサッカーリーグ・セリエＡで活躍中の長友佑都選
手の母・長友りえさんによる子育てに関する講演、さらには関西
京都今村組代表の今村克彦氏の教育者としての体験談やダンスな
ども披露され、相互交流と理解が深められた１日となりました。

　市内の29公民館を拠
点に活動しているサー
クルやグループの皆さ
んが、日ごろの取り組
みの成果や作品などを
発表する「公民館フェ
スティバル」が丹原文
化会館で開催されまし
た。プロ顔負けの熱演
や力作を鑑賞したり、
軽スポーツや創作活動
の体験など、約2,500
人の来場者は、舞台発
表・作品展示・体験コ
ーナーをそれぞれ堪能
していました。

　市内の全小学校の６年生
が総合文化会館に集い開催
された「第３回子ども防災
サミット」。楠河・田滝・
吉井・玉津の各小学校から
は、地震による津波等から
の身の守り方や、避難所と
なる学校で自分たちにでき
ること、また地域住民とつ
ながるための話題づくりの
方法などについて実践発表
がありました。続いてパネ
ルディスカッションでは多
くの意見交換がなされ、最
後にサミット宣言を採択し
閉会しました。

　文化財防火デーの１月
26日、八堂山にある考古
歴史館で消防訓練が実施
されました。
　２階にある生活様式模
型コーナーから出火した
という想定のもと、来館
者の避難誘導や消防隊に
よる放水、また訓練用の
消火器を用いた初期消火
訓練などが行われ、参加
者は折からの寒波により
張り詰めた空気の中、緊
張した面持ちで万が一に
備えた対応を確認してい
ました。

　平成21年６月に開館した
丹原図書館の10万人目とな
った来館者は、市内在住の
永井珠(たま)ちゃん(４歳)
・華(はな)ちゃん(２歳)の
姉妹で、お母さんと三人で
の来館でした。記念セレモ
ニーに初めは驚いた様子で
したが、認定書や花束を受
け取ると、元気良く「また
来ます」と話してくれまし
た。
　今後も、西条・東予・小
松温芳の各図書館とともに
より親しまれる図書館サー
ビスに努めてまいります。

　これまでに防災士養成講座で資格を取得している皆さんの、専
門的な知識をさらに高め、地域での防災活動をよりいっそう推進
していただくために、２月５日、防災士連絡協議会総会と防災士
フォローアップ研修会を開催しました。参加した皆さんは、昨年
の東日本大震災の教訓を胸に、避難所設営などの模擬訓練に真剣
な表情で取り組んでいました。

関
西
京
都
今
村
組
の
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ

実
体
験
に
基
づ
き
話
さ
れ
た
長
友
さ
ん

図
書
館
で
素
敵
な
本
に
た
く
さ
ん
出
合
え
た
ら
い
い
で
す
ね

　あたたかな天候に恵まれた市民の森で、恒例の「梅まつり」が行われました。
　梅林園に設けられたお茶席では、多くの皆さんが抹茶と和菓子を味わいながら、ようやく咲き始めた梅に春の足音を確かめ、また
文芸を楽しまれる皆さんは、「梅」「水」「石鎚」を題材にした短歌や俳句・川柳などを詠まれていました。さらに、考古歴史館の
周辺では、つきたてのお餅や体が温まるしょうが湯の無料サービスなどもあり、市民の森は終日多くの人でにぎわいました。

サ
ミ
ッ
ト
宣
言
の
採

災
害
を
想
定
し
た
現
実
的
な
訓
練

お
餅
の
配
布
場
所
に
は
大
行
列
が
で
き
ま
し
た
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▲技能実習生
　蘇 静（そ せい）さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間がたつのは本当に早いですね。中国の青海省から西条市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に来てもう二年半余りたちました。日本に来たころは、仕事も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語もよく分からなくて悩みました。ホームシックになり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「言葉も分からないし、日本人も厳しいし、そんな所へ行って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうするの」という両親の忠告も思い出しました。でも会社の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方が、いろいろと教えてくださったおかげで、だんだん仕事や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活に慣れました。一日の仕事が終わって少し疲れていても、
　天気がいい時はときどき海岸を散歩します。そんな時、知らない人が「こんばんは」と優しい声で挨拶を
　してくれると、一日の疲れが消えて元気になります。
　　一番うれしかったことは、丹原公民館の日本語教室の先生や友だちと出会えたことです。最初に出会っ
　たのは一年余り前です。その時はまだ日本語が話せないだけでなく、声を出す勇気もなかったです。発音
　がおかしい、笑われるかもしれないと気になりました。でも先生は丁寧に教えてくださり、「大丈夫です
　よ、もう一度」「蘇さん、すごいですね」と優しく励ましてくださり、だんだん自信が持てるようになり
　ました。そして去年の12月には日本語能力試験の２級を受けました。まだ合否は分かりませんが、受験の
　チャンスがあっただけでも嬉しいです。もし先生のご支援がなかったら、私は試験を受けるどころか、日
　本人と話すこともあまりなかったかもしれません。（編集部注：試験には見事合格されたそうです）
　　ある日電話で、「日本人、とても優しいよ。私、もう強くなったよ」と家族や友だちに伝えたら、みん
　な安心してくれました。日本に来て本当に良かったと思います。来なかったらいろいろなことが一生分か
　らなかったかも知れません。今はまだ人生は始まったばかり、これからの道はもっと難しくなるかもしれ
　ません。でも私はいつも笑顔で自信を持って自分の道を歩きます。今、西条市の皆さんには、心から感謝
　の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

日本に来てよかった83
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定 期 無 料 相 談
■行政相談
○３月６日㈫・４月３日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○３月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○３月27日㈫　９時～12時　徳田公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○３月13日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○３月16日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線217

■人権相談
○３月14日㈬　13時～17時　壬生川公民館　
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は３月１日㈭～）
○３月14日㈬・28日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○３月21日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は８頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　３月13日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　３月14日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　３月８日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■お酒の悩み相談
　３月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　３月21日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　３月15日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

■不動産無料相談
　３月８日㈭　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■無料不動産相談
　３月12日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

　交通事故に遭われた方の自動車保険・自賠責保険の請求に
関する相談に応じます。
電話番号　０８９－９４５－２３３５
相 談 日　月～金曜日（祝日除く）９時～12時・13時～17時
弁護士相談日　毎週木曜日　13時～16時　※予約制要面談
場　　所　三井住友海上松山三番町ビル３階（松山市）

松山自動車保険請求相談センター

　障害者福祉に関する相談に応じます。
日　時　３月８日㈭　10時～12時
場　所　小松地域福祉センター
問合せ　西条市社会福祉協議会　　　℡0898－64－2600
　　　　知的障害者更生施設星の里　℡0897－53－1112

障害者相談支援センター相談会
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。
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康
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よ
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。
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ボ
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常
、
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。
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脂
血
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習
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梗
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系
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ま
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れ
ら
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在
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療
費

の
お
よ
そ
30
％
を
占
め
る
に
至
っ

て
お
り
、
総
務
省
・
統
計
局
の
死

因
別
死
亡
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少
さ
せ
る
た

め
の
特
定
保
健
指
導
対
象
者
を
抽

出
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

特
定
健
康
診
査
の
項
目

◆
問
診
（
生
活
習
慣
、行
動
習
慣
）

◆
診
察
（
理
学
的
所
見
）

◆
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、
腹

　

囲
、
肥
満
度
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）

①
血
圧
測
定

②
血
液
検
査
（
中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ

　

Ｌ
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　

Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ
ー
Ｇ
Ｔ

　

Ｐ
、
血
糖
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）

③
尿
糖
、
尿
タ
ン
パ
ク
有
無
検
査

④
医
師
の
判
断
で
選
択
的
に
実
施

　
す
る
項
目
（
心
電
図
、
貧
血
検

　

査
、
眼
底
検
査
）

　

検
査
内
容
に
は
従
来
の
健
診
に

な
か
っ
た
「
腹
囲
」
が
追
加
さ
れ

て
お
り
、
男
性
で
は
85
㎝
以
上
、

女
性
で
は
90
㎝
以
上
が
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
基
本
要

件
と
な
り
ま
す
。

　

血
液
検
査
で
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
グ
リ

コ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）
が
必
須
項
目

と
し
て
新
た
に
追
加
さ
れ
、
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
削
除
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

胸
部
Ｘ
線
や
喀か

く
た
ん痰
検
査
も
削
除

さ
れ
て
お
り
、「
メ
タ
ボ
健
診
」

と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

特
定
健
康
診
査
で
は
、
保
険
者

は
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
、
ハ
イ

リ
ス
ク
の
も
の
か
ら
優
先
的
に
保

健
指
導
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
健
指
導
を
「
特
定
保
健

指
導
」
と
い
い
、
医
師
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
が
実
施
し
ま
す
。

　

病
気
の
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

こ
れ
か
ら
病
気
に
な
り
そ
う
な
方

を
対
象
に
早
期
介
入
と
い
う
こ
と

を
主
眼
に
対
面
や
電
話
、
電
子
メ

ー
ル
に
よ
っ
て
行
っ
て
お
り
、
指

導
の
内
容
に
は
、
受
診
者
の
状
態

に
応
じ
て
、
原
則
１
回
の
動
機
付

け
支
援
と
３
カ
月
か
ら
６
カ
月
継

続
す
る
積
極
的
支
援
と
が
あ
り
ま

す
。

保
健
指
導
対
象
者
の
選
定

◆
ス
テ
ッ
プ
１

　

腹
囲
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
Ｉ

ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
＝
体
重
㎏/

身
長
ｍ
の
２
乗

⒜
腹
囲

　

男
性
85
㎝
以
上

　

女
性
90
㎝
以
上

⒝
腹
囲

　

男
性
85
㎝
未
満
、
女
性
90
㎝
未

　

満
、
か
つ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上

◆
ス
テ
ッ
プ
２

①
血
糖

　

空
腹
時
血
糖
値
が
100
㎎/

dl
以

　

上
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
5.2
％
以
上
、

　

ま
た
は
薬
物
治
療
中

②
脂
質

　

中
性
脂
肪
が
150
㎎/

dl
以
上
、

　

Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
40
㎎

/

dl
未
満
、
ま

　

た
は
薬
物
治
療
中

③
血
圧

　

収
縮
期
が
130
㎜
Ｈｇ
以
上
、

　

拡
張
期
が
85
㎜
Ｈｇ
以
上
、

　

ま
た
は
薬
物
治
療
中

④
喫
煙
歴
あ
り

◆
ス
テ
ッ
プ
３

　

ス
テ
ッ
プ
1
、
2
か
ら
対
象
者

を
グ
ル
ー
プ
分
け

⒜
腹
囲
の
場
合
、
①
か
ら
④
の
う

　

ち
、
2
つ
以
上
該
当
で
「
積
極

　

的
支
援
」、
1
つ
は
「
動
機
付

　

け
支
援
」
を
行
う
。

⒝
腹
囲
の
場
合
、
①
か
ら
④
の
う

　

ち
、
3
つ
以
上
該
当
で
「
積
極

　

的
支
援
」、1
か
ら
2
つ
は
「
動

　

機
付
け
支
援
」
を
行
う
。

◆
ス
テ
ッ
プ
４

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
場
合
は
、

積
極
的
支
援
の
対
象
と
な
っ
て
も

動
機
付
け
支
援
と
す
る
。
薬
物
治

療
中
の
人
は
、
医
療
保
険
者
に
よ

る
特
定
保
健
指
導
対
象
と
し
な
い
。

　

医
療
機
関
で
算
定
で
き
る
「
技

術
料
」
の
活
用
を
す
す
め
た
も
の

で
は
生
活
習
慣
病
管
理
料
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
外
来
栄
養
食
事
指

導
料
、
集
団
栄
養
食
事
指
導
料
な

ど
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

健
康
な
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

上
手
に
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

西条市医師会理事
共立病院
院長　佐藤公平
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９日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

１日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：９時～11時

○中央保健センター　３月２日㈮

○東予保健センター　３月９日㈮

○丹原保健センター　３月23日㈮

○小松保健センター　３月16日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　３月26日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　３月27日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■３月の献血日程
◆総合福祉センター

　３月13日㈫　10時～16時

（西条ライオンズクラブ協力による開催）

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

13日㈫
22日㈭

27日㈫

21日㈬
８日㈭

６日㈫
15日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成23年11月１日～
11月30日の出生児

平成23年11月１日～
12月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年８月１日～
８月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年２月１日～
２月28日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　　　　　　　　　　　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

３月16日㈮

３月５日㈪

３月１日㈭

３月９日㈮

カロリー編 受講時間

　麻しん（はしか）・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種と
なり、平成20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・
第２期（年長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　接種期間内に予防接種を受ける場合の接種費用は無料ですが、接種期間を過ぎて受
ける場合は、１万円程度の接種費用を個人負担することになります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、期間内に受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成23年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成17年４月２日～平成18年４月１日
平成24年
３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに
接種してください。

「育児のしおり」の中にあ
ります。

平成23年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

平成17年度に郵送、３カ月健
診時、「育児のしおり」の配
布などの方法で渡しています。

１歳以上２歳未満

平成10年４月２日～平成11年４月１日

平成５年４月２日～平成６年４月１日

　日本の年間自殺者数は３万人を超え、その数は交通事故死亡者の約５倍になります。
西条市では、平成21年に21人が自殺によって命を落としています。自ら命を絶った人の９割は、その死の直前に何らかの
心の病を有し、最も多いのがうつ病と言われています。

■うつ病とは
　　気分が落ち込んで、何に対しても興味を失い、活力が低下する病気です。うつ病は誰で
　もかかる可能性があります。15人に１人は、一生のうちに一度はかかるというデータがあ
　ります。うつ病は決して特別な病気ではなく、治療によって良くなる病気です。
■うつ病の原因
　　仕事・病気・借金・退職・出産・育児・介護・引越
　し・災害・身近な人の死・ギャンブル依存症・アルコ
　ール依存症、などがきっかけになりやすいです。
■こんな症状はありませんか？
　　不眠、食欲不振、気分が沈む、意欲低下、体調不良、
　自殺を口にするなど、以上の症状が２週間以上、毎日
　続く場合は、専門機関に相談しましょう
■サインに気付こう
　　自殺を考えている人は、悩みながらサインを発して
　います。周囲の人がサインに気付き、声かけや手助け、
　相談を勧めることは、本人を救うことにつながります。

年長児・中学１年生・高校３年生相当の方へ
平成23年度の接種期限が迫っています！

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日は休講します。

４月９日～平成25年３月25日
　毎週月曜日中央保健センター

４月10日～平成25年３月26日
　毎週火曜日東予保健センター

４月11日～平成25年３月12日
　毎月第２水曜日丹原保健センター

４月11日～平成25年３月27日
　毎週水曜日小松保健センター

期　　間 時　　間場所・申込先

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　３月７日㈬から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

　ウォーキングは簡単にできる有酸素運動の一つ
です。いつでもどこでも気軽にできるため、気分
転換になり、ストレス解消にもつながります。
　ウォーキングを始めようと思っている方、正し
い歩き方を再確認したい方は、ぜひ教室にご参加
ください。ポールを使って歩くノルディックウォ
ーキングも行います。ノルディックウォーキング

▼相談窓口一覧

0897ー52ー1215中央保健センター 月～金曜日
（祝日・年末年始除く）
　８時30分～17時15分
※こころのダイヤルは
　月・水・金曜日
（祝日・年末年始除く）
　９時～12時
　13時～15時

0898－64－5333東予保健センター
0898－68－7300丹原保健センター
0898ー72－6363小松保健センター

受付時間電話番号相談窓口

心と体の健康センター 089－911－3880
089－917－5012こころのダイヤル

0897－56－1300西条保健所

９時30分～11時

13時30分～15時

13時30分～15時

９時30分～11時
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９日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

１日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：９時～11時

○中央保健センター　３月２日㈮

○東予保健センター　３月９日㈮

○丹原保健センター　３月23日㈮

○小松保健センター　３月16日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　３月26日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　３月27日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■３月の献血日程
◆総合福祉センター

　３月13日㈫　10時～16時

（西条ライオンズクラブ協力による開催）

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

13日㈫
22日㈭

27日㈫

21日㈬
８日㈭

６日㈫
15日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成23年11月１日～
11月30日の出生児

平成23年11月１日～
12月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年８月１日～
８月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年２月１日～
２月28日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　　　　　　　　　　　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

３月16日㈮

３月５日㈪

３月１日㈭

３月９日㈮

カロリー編 受講時間

　麻しん（はしか）・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種と
なり、平成20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・
第２期（年長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　接種期間内に予防接種を受ける場合の接種費用は無料ですが、接種期間を過ぎて受
ける場合は、１万円程度の接種費用を個人負担することになります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、期間内に受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成23年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成17年４月２日～平成18年４月１日
平成24年
３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに
接種してください。

「育児のしおり」の中にあ
ります。

平成23年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

平成17年度に郵送、３カ月健
診時、「育児のしおり」の配
布などの方法で渡しています。

１歳以上２歳未満

平成10年４月２日～平成11年４月１日

平成５年４月２日～平成６年４月１日

　日本の年間自殺者数は３万人を超え、その数は交通事故死亡者の約５倍になります。
西条市では、平成21年に21人が自殺によって命を落としています。自ら命を絶った人の９割は、その死の直前に何らかの
心の病を有し、最も多いのがうつ病と言われています。

■うつ病とは
　　気分が落ち込んで、何に対しても興味を失い、活力が低下する病気です。うつ病は誰で
　もかかる可能性があります。15人に１人は、一生のうちに一度はかかるというデータがあ
　ります。うつ病は決して特別な病気ではなく、治療によって良くなる病気です。
■うつ病の原因
　　仕事・病気・借金・退職・出産・育児・介護・引越
　し・災害・身近な人の死・ギャンブル依存症・アルコ
　ール依存症、などがきっかけになりやすいです。
■こんな症状はありませんか？
　　不眠、食欲不振、気分が沈む、意欲低下、体調不良、
　自殺を口にするなど、以上の症状が２週間以上、毎日
　続く場合は、専門機関に相談しましょう
■サインに気付こう
　　自殺を考えている人は、悩みながらサインを発して
　います。周囲の人がサインに気付き、声かけや手助け、
　相談を勧めることは、本人を救うことにつながります。

年長児・中学１年生・高校３年生相当の方へ
平成23年度の接種期限が迫っています！

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日は休講します。

４月９日～平成25年３月25日
　毎週月曜日中央保健センター

４月10日～平成25年３月26日
　毎週火曜日東予保健センター

４月11日～平成25年３月12日
　毎月第２水曜日丹原保健センター

４月11日～平成25年３月27日
　毎週水曜日小松保健センター

期　　間 時　　間場所・申込先

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　３月７日㈬から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

　ウォーキングは簡単にできる有酸素運動の一つ
です。いつでもどこでも気軽にできるため、気分
転換になり、ストレス解消にもつながります。
　ウォーキングを始めようと思っている方、正し
い歩き方を再確認したい方は、ぜひ教室にご参加
ください。ポールを使って歩くノルディックウォ
ーキングも行います。ノルディックウォーキング

▼相談窓口一覧

0897ー52ー1215中央保健センター 月～金曜日
（祝日・年末年始除く）
　８時30分～17時15分
※こころのダイヤルは
　月・水・金曜日
（祝日・年末年始除く）
　９時～12時
　13時～15時

0898－64－5333東予保健センター
0898－68－7300丹原保健センター
0898ー72－6363小松保健センター

受付時間電話番号相談窓口

心と体の健康センター 089－911－3880
089－917－5012こころのダイヤル

0897－56－1300西条保健所

９時30分～11時

13時30分～15時

13時30分～15時

９時30分～11時
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休日（昼間）９時から18時まで

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

休日（夜間）18時から22時まで
日

日 日

内　　　科

内　　　科

外　　　科

外　　　科 内　　　科 外　　　科

内　　　科 外　　　科

29
㈭

31
㈯

30
㈮

休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

　　　　　　　運動の期間中、市では「火の用
　　　　　　心」のぼりの設置、車両等による
広報、チラシの配布などを行っています。
　山林火災予防に、ご理解とご協力をいただき
ますようお願いいたします。

平成24年全国山火事予防運動統一標語

　全国一斉に「春の火災予防運動」が実施され
ます。この運動は、火災が発生しやすい時季を
迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を
図ることで、火災の発生を防止し、火災による
死傷者の発生や財産の損失を防ぐことを目的と
して毎年実施されています。

▲ 2011年度全国統一防火標語
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No.79　オガワコマドリ（西条に飛来した珍鳥）
　全長15㎝、ツグミ科小型ツグミ類に分類される小鳥で、主に
ユーラシア大陸北部に生息、日本にはまれな冬鳥または旅鳥と
して渡来します。西条では2005年３月に壬生川新川河口の草む
らで地元の愛鳥家が発見、４月中旬まで見られたため、県内外
から訪れた熱心なバードウォッチャーを楽しませてくれました。

第
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平成24年１月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　114,290  人 （－65人）

　男　　  54,796  人 （－50人）

　女　　  59,494  人 （－15人）

世　帯　  48,517世帯（－2世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　春の選抜高校野球大会を前にした
１月27日。出場校が決定されたこの
日、21世紀枠候補であった小松高校
の校長室で、ほかの報道関係の方と
吉報を待ち受けていました。
　結果はご存知のとおり。私も含め
大人たちは「残念」という気持ちに
支配されていましたが、グラウンド
には監督を信頼して黙々と練習に励
む野球部員たちの姿が。そんな彼ら
からは「夏こそは実力で！」という
熱い気持ちが伝わってきました。
　市内の高校球児すべてに、光あふ
れる夏が来ることを祈って…     (し)
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※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【３月の休館日】 毎週月曜日、21日㈬

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

３ ３
日

土

土
中央公民館 ℡0898－65－4030大ホール

大ホール

13：00 13：45西条市市民大学　卒業記念講演会４

10

13：00 西条ロータリークラブ

総合文化会館友の会

℡0897－56－3989

総合文化会館 ℡0897－53－5500

℡0897－53－5500

西条ロータリークラブ創立50周年記念　櫻井よしこ特別講演

古今亭菊志ん・林家染太・芸乃虎や志　三人会 小ホール

小ホール

18：30

13：00

西条落語を聴く会 ℡0897－56－6677日25

無料整理券必要

無料整理券必要

無　料

無　料
大 人：1700円
子ども：800円

総合文化会館 ℡0897－53－5500大ホール映画『ふるさとがえり』上映会・林弘樹監督トークショー土31

①11：00
②14：00

①11：30
②14：30

国際ソロプチミスト第４回講演会　村山貢司チャリティー講演会日18 13：00 13：30

13：30

国際ソロプチミスト西条（阿蘇）℡0897－55－6767
大ホール

大ホール

土17 13：30

11：30

14：00関西学院グリークラブコンサート in 西条 関西学院同窓会東予支部（遊口）℡0897－56－3077
小ホール

小ホール
小ホール

18：30

各2800円

1000円
1000円
1500円

1500円

木15 19：00

19：00

13：30

友の会恒例イベント　らくさぶろう司会　懐メロコンサート

℡0897－56－6348竹ダンス（若原）社交ダンスパーティー火20 12：00
℡0897－55－1888大ホール花王ファミリーコンサート in 西条日25 13：00 13：30 愛媛サニタリープロダクツ㈱

ワクワクさん・ゴロリつくってあそぼショー＆
エリックさんのうたっておどってえいごでショー

9：00 ℡0897－56－9689華道 青山御流愛媛支部 いけはな展　※31日は19時、１日は16時まで 華道青山御流愛媛支部無　料31
4/1
土
日

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

３

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

9：00シリーズえひめ「ふるさとの芸術」第４回
松山・姫だるまと姫手まり　ひめひめ祭り　31日：体験教室

無　料

小ホール

大ホール 丹原文化会館 ℡0898－68－3555

丹原文化会館 ℡0898－68－3555

12：30土17 13：00子どものキーボード教室・ハーモニカ講習会・ギター講習会　発表会

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【３月の休館日】 毎週月曜日、21日㈬

23

～

31

金

～

土

●受講料　無料（入場整理券が必要です）
●入場整理券取扱所　市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）、
　市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）、
　中央公民館、各公民館、各図書館、総合・丹原文化会館
●問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

平成23年度　西条市市民大学卒業記念講演会

日時

えなカウンセリングスクール
代表 南　修治氏

講師

３月４日㈰　13時開場　
　　　　　　13時45分開演

　　※13時30分から市民大学卒業式を行います。

総合文化会館大ホール場所

無 料
※体験は1500円

総合文化会館・丹原文化会館にてチケット発売中！

３/10　　１回目：11時30分／２回目：14時30分
総合文化会館大ホール
入場料　各2800円（全席指定）※２歳以上有料（２歳未満で席が必要な時は有料）
プレイガイド　総合文化会館、丹原文化会館、愛媛新聞社事業部ほか

土

３/31　　13時30分～　上映　
　　　　 15時45分～　トークショー
総合文化会館大ホール
●鑑賞料　1,500円（全席自由）
林弘樹監督は西条市合併記念映画「恋まち物語」

　を制作するなど西条市と関わりの深い監督です。

土

N
o.88
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